
112019
（令和元年）

November
No.227

2022
（令和４年）

February
No.254
２

決意新たに　大人の門出
令和４年 山鹿市成人式



広報やまが　2022. ２　2

2
2022

February
No.254

上記の筆文字
「やまが」を書いた

子どもたちを
紹介する

コーナーです

　状況に応じて臨機応変に対応する新幹線の運転手を、テレ
ビで見て格好いいと思ったので、将来は電車の運転手にな
りたいです。今はクラブチームで野球をしていますが、中
学生になったら陸上も始めてみたいと思います。
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大坂　瑠
る い

唯さん
めのだけ小学校６年生

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、実施予定のイベントに変更が生じる場合があります。
当月号に掲載している内容についても、今後、変更となる場合があります。主催の問い合わせ先に
ご確認いただくか、市ホームページなどでご確認ください。

　１月 10 日、山鹿市総合体育館で令和４年山鹿市成人式を
開催し、色鮮やかな晴れ着などに身を包んだ新成人 353 人
の門出を祝いました。式典で早田順

じゅん
一
いち

市長が「これからの
人生を力強く前進し、新しい時代を切り開いていくことを
期待します」とあいさつすると、新成人を代表して星子凌

りょう

太
た

朗
ろう

さん（左）と宮川明
あ す か

日花さん（右）が「社会人として
自分の言動に責任を持つとともに、これまでお世話になっ
た皆さんに恩返しができるよう日々精進します」と誓いの
言葉を述べました。
　式典が終わると限られた時間ではありましたが、久しぶ
りに会う友人や恩師との再会を喜び、笑顔で記念写真にお
さまる姿や近況を語り合う姿が至る所で見られました。
　成人式の写真は３ページに掲載しています。

今月の表紙　山鹿市成人式　成人の誓い

問情報システム広報課  ☎（43）1118

　市が発信する行政情報を取得できる他、家族や友人、行政区
や各種グループでの情報共有ができます。
※ 緊急情報の発信の他、防災情報も充実しています。日頃の
「備え」として、活用をお願いします。

地域コミュニケーションアプリ

　「やまがメイト」で検索、
または上記二次元コードを
読み込んでください。

「もしも」の前にダウンロード！
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　新型コロナウイルス感染症により開催が危ぶまれ
ていた中、無事に式典を終えることができて、大変
うれしく思います。また、人生の節目となる成人式
において実行委員として携わることができ、とても
光栄でした。家族、恩師、これまで支えてくださっ
た全ての皆さんへ感謝の気持ちを忘れず、このふる
さと山鹿に恩返しできるよう、大切な仲間とともに
成長を続けていきますので、よろしくお願いいたし
ます。ありがとうございました。

▶
企
画
・
運
営
を
し
た

　
成
人
式
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん

成人式実行委員会から一言
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１.訓示を行う宮川団長
２.出初式初出場のラッパ隊
３.点検報告を行う女性部長
４.５．一斉放水の様子

出 初 式令和４年 山鹿市消防団

1

2 3 4

　
１
月
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日
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ポ
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防
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20
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０
０
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行
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し
た
。
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日
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の
活
動
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お
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を
述
べ
た
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収
束
が
見
込
め
な
い
状

況
を
鑑
み
る
と
、
今
後
は
ウ
ィ
ズ
コ
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れ
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示
。
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搬
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給与所得、年金所得のみの人で
① 年の途中で退職し、源泉徴収税を納め過ぎている人
② 年末調整が済んでいて、各種所得控除や税額控除を　

追加する人
◦受付日時　２月４日㈮～ 14 日㈪（土・日・祝日を除く）
　　　　　　午前９時～ 11 時／午後１時～４時
◦会場　市役所 401 会議室
※内容によっては、山鹿税務署へご案内する場合があります。

月　日 対象地区 会場
2/16 ㈬ 岳間地区

2/17 ㈭ ,18 ㈮ 岩野地区
2/21 ㈪ ,22 ㈫ 広見地区
2/24 ㈭ ,25 ㈮ 内田地区
2/28 ㈪ ,3/1 ㈫ 城北地区
3/2 ㈬〜 4 ㈮ 六郷地区
3/7 ㈪〜 9 ㈬ 来民地区

3/10 ㈭ ,11 ㈮ 稲田地区
3/14 ㈪ ,15 ㈫ 中富地区

月　日 対象地区 会場
2/16 ㈬ 山内地区

2/17 ㈭ ,18 ㈮ 米野岳地区
2/21 ㈪ ,22 ㈫ 千田地区

2/24 ㈭ 川辺地区
2/25 ㈮ 平小城地区

2/28 ㈪〜 3/2 ㈬ 三玉地区、三岳地区
3/3 ㈭ ,4 ㈮ 八幡地区

3/7 ㈪ 米田地区
3/8 ㈫〜 10 ㈭ 大道地区

3/11 ㈮ ,14 ㈪ ,15 ㈫ 山鹿地区

青色申告、または以下の所得や控除に該当がある人
　• 住宅借入金等特別控除（初年度）、雑損控除
　• 土地建物などの譲渡所得、上場株式などの配当所得、

株式などの譲渡所得、先物取引の雑所得、山林所得
◦受付日時　２月16 日㈬～３月15日㈫（土・日・祝日を除く）
　　　　　　午前９時～午後４時
◦会場　 山鹿税務署（山鹿 970 番地　山鹿合同庁舎３階

会議室）

◦受付時間　午前８時半～ 11 時／午後１時～４時
◦備考　下記の地区指定日にご都合が悪い場合は、最寄り会場の別の受付日にお越しください。

●申告日程・会場

●申告に必要な書類など

必要なもの 備　考

マイナンバーが分かるもの
①マイナンバーカード②通知カード（記載内容に変更がないもの）③住民票の写し（個人番号あり）
のうち、どれか一つ
※控除対象配偶者、扶養親族、事業専従者の分も必要です。

本人確認ができるもの マイナンバーカード、運転免許証、旅券（パスポート）など

どんな場合 必要なもの
給与、公的年金、報酬などの所得がある人 源泉徴収票または支払調書の原本など
事業所得、不動産所得がある人 収支内訳書や領収書など（収支内訳書は事前に作成して、お越しください）

医療費控除がある人 医療費控除の明細書や医療費通知、領収書など（医療費控除の明細書は
事前に作成して、お越しください）

社会保険料控除、生命保険料控除、地震保険料控
除がある人 支払証明書の原本

　下表に該当する場合、必要になるもの（一部の例です。申告内容によっては、他に書類が必要となります。）

　申告する人全員が必要なもの

市役所と各市民センターの受付日程表

所得税の還付申告（市役所の受付日程） 確定申告（山鹿税務署の受付日程）

●新型コロナウイルス感染予防対策について
◦ 例年、各会場・地区の初日および各日午前中が混雑します。午前中の混雑状況によっては、午後もしくは別日を　

ご案内する場合があります。
◦ 来庁予定の人は、マスク着用および消毒にご協力をお願いします。
◦当日に熱があるなど、体調不良の症状がある人は来庁を控え、別の日程をご検討ください。

令和３年分の収入に対する確定申告および市県民税申告が始まります。
申告が必要な人は、この期間に申告してください。

確定申告・市県民税申告について
問山鹿税務署　　　　　　☎ (44)2181
　市役所税務課市民税係　☎ (43)1120

　下記の日程で行いますので、会場および必要な書類をご確認の上、お越しください。

鹿央市民
センター 

２階
文化ホール

山鹿市役所 
４階

４０１会議室

鹿北市民
センター 

２階
生涯学習室

菊鹿市民
センター

１階
相談室

鹿本市民
センター

２階
大会議室
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日
本
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学
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都
市
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本
の
柱
の
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況
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触
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工
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放
課
後
の
個
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指
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の
時
間
を
確
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●
授
業
改
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 「
学
び
合
い
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と
「
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と
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」
を
大
切

に
し
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授
業

◦�

主
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的
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的
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な
が

る
Ｉ
Ｃ
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）
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全
国
学
力
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習
状
況
調
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で
市
内
の

全
小
中
学
校
が
、
全
国
平
均
を
上
回
る

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。（
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
結
果
参
照
）

●
中
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の
学
園
化

　

�
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ら
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固
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携
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い
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で
も
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ど
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で
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誰
に
で
も
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心
伝
わ
る
あ
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も

を
目
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ま
す
。

問
学
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教
育
指
導
室  

☎（
43
）１
３
９
１

環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
学
校
の
抱
え
る

課
題
は
複
雑
・
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
に
お
け
る
教
育
力
の
低
下
や
家
庭

の
孤
立
化
と
い
っ
た
問
題
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ま
の
参
画
を
得
て
、
地
域
全
体
で
子
ど

も
た
ち
の
学
び
や
成
長
を
支
え
る
と
と
も

に
、
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
地
域
と
学
校
が
相
互
に
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
連
携
・
協
働
し
て
行
う
「
地
域
学
校

協
働
活
動
」
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
鹿
市
で
は
、
こ
の
活
動
を
推
進
す
る

本
部
を
地
区
公
民
館
に
設
置
し
、
公
民
館

の
指
導
員
に
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員

を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。
活
動
と
し
て
、
登

校
の
見
守
り
や
声
掛
け
、
授
業
補
助
、
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

体
験
学
習
、
家
庭
教
育
支
援
活
動
、
地
域

未
来
塾
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

鹿
北
町
建
築
組
合
に
よ
る

市
内
小
・
中
学
校
へ
の
奉
仕
作
業

　

11
月
13
日
、
鹿
北
町
建
築
組
合
（
芋
生

岩い
わ

男お

組
合
長
）
の
皆
さ
ん
が
、
鹿
北
地
区

の
小
中
学
校
で
労
力
奉
仕
作
業
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
子
ど
も
た

ち
が
楽
し
く
快
適
に
学
校
生
活
を
過
ご
せ

る
よ
う
に
と
、
40
年
以
上
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

鹿
北
中
学
校
で
は
、
部
活
動
の
大
会
な

ど
で
獲
得
し
た
ト
ロ
フ
ィ
ー
や
賞
状
を
展

示
す
る
ケ
ー
ス
を
製
作
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
大
工
さ
ん
た
ち
の
熟
練
の
技
術
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
完
成
品
は
、
生
徒
た
ち

の
努
力
の
成
果
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
た
た

え
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

長
年
の
ご
奉
仕
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

地
域
学
校
協
働
活
動
に
つ
い
て

　

近
年
、少
子
高
齢
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

情
報
化
の
中
で
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く

山鹿市教育委員会広報

第53号

ゆ
め
ー

る
山鹿市教育委員会
教育総務課
☎（43）1638

E -ma i l : k soh@c i t y.
yamaga.kumamoto.jp

▲ 作業を行う鹿北町建築組合の
皆さん
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全国学力・学習状況調査結果（R3.5/27 実施）

定着率（％）

山
鹿
市

熊
本
県

全
国

山
鹿
市

熊
本
県

全
国

中学３年生 小学６年生

定着率（％）数学 国語 国語算数

▲あいさつ運動の様子

▲指導員による授業補助の様子
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山鹿市教育委員会広報「ゆめーる」

7　2022. ２　広報やまが

ラ
ク
タ
ー
）
と
こ
ろ
う
君
（
歴
史
公
園
鞠

智
城
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）
が
、
本

市
に
多
く
残
る
装
飾
古
墳
の
面
白
さ
や
楽

し
さ
を
伝
え
る
企
画
展
を
開
催
中
で
す
。

（
３
月　

日
㈰
ま
で
）
初
日
に
開
催
さ
れ

た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
２

人
が
登
場
し
会
場
を
に
ぎ
わ
せ
ま
し
た
。

こ
の
冬
は
２
人
と
一
緒
に
装
飾
古
墳
の
世

界
を
探
検
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
ご
来
場
、
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

問
山
鹿
市
立
博
物
館　
☎（
43
）１
１
４
５

Y
o
u
T
u
b
e
ラ
イ
ブ

「
鞠き

く

智ち

城
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た

　

山
鹿
市
で
は
熊
本
県
、
菊
池
市
と
連
携

し
て
歴
史
公
園
鞠
智
城
の
国
営
公
園
化
を

目
指
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回

は
鞠
智
城
の
面
白
さ
を
全
国
に
広
め
よ
う

と
、
Y
o
u
T
u
b
e
ラ
イ
ブ
を
利
用
し

て
鞠
智
城
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
案
内
を
す
る

「
鞠
智
城
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
鞠
智
城
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
、
専
門
職
員
に
よ
る
説
明

も
あ
り
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
映
像
を
配
信

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
の
動
画
は
、
下
の
２

次
元
コ
ー
ド
か
ら
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

企
画
展
「
チ
ヨ
マ
ツ
・
こ
ろ
う
君
の　

装
飾
古
墳
た
ん
け
ん
隊
」
を
開
催
中
！

　

山
鹿
市
立
博
物
館
で
は
、
12
月
18
日
か

ら
チ
ヨ
マ
ツ
（
八
千
代
座
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

▲ツアーの様子

詳しくはこちら
▲ オープニングにはチヨマツ（左端）と

ころう君（右端）も参加しました

　

７
ペ
ー
ジ
「
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
内
の
「
第
81
回
熊
本
県
科
学

研
究
物
展
示
会
」
で
、
熊
本
県
知
事
賞

を
受
賞
し
た
中
島
と
あ
さ
ん
（
鹿
北
中

２
年
）
の
作
品
名
は
「
朝
顔
の
研
究
パ
ー

ト
８　

〜
新
し
い
朝
顔
の
誕
生
ま
で
②

〜
」で
し
た
。
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

問
学
校
教
育
指
導
室��

☎（
43
）１
３
９
１

１
月
号
ゆ
め
ー
る
の
訂
正
と
お
わ
び

13

受賞・出場おめでとうございます
【第 47 回熊日学童オリンピック　バドミントン】
◦個人戦・ダブルス　優勝
　川野逞

たくま

君（鹿本小６年）

【第 48 回県下少年柔道錬成大会兼熊日学童オリンピック
柔道競技】
◦団体女子の部　準優勝
　高倉奏

か

音
のん

さん、本田琴
こ と の

都乃さん、西田望
も か

加さん
　（いずれも鹿本小６年）

【JOC ジュニアオリンピックカップ】
◦第 35 回全国都道府県対抗中学バレーボール大会  熊本県選抜
　【男子】香本夏

なつ

輝
き

さん、池田大
だいしん

心さん（いずれも
　　　　山鹿中３年）、栗原陽

よう

さん（菊鹿中３年）
　【女子】迫海

み ゆ

悠さん（山鹿中３年）

◦第 30 回記念ハンドボール大会　熊本県選抜
　【女子】坂井楓

かえで

さん（山鹿中３年）、横田愛
あい

理
り

さん、
　　　　河内瑠

る り

璃さん（いずれも鹿北中３年）

左から高倉さん、本田さん、西田さん

左から迫さん、池田さん、香本さん、栗原さん

左から河内さん、横田さん、坂井さん
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問い合わせ先・・・山鹿市地域包括支援センター　☎（43）1077（山鹿健康福祉センター内）

広報やまが　2022. ２　8

高齢者が輝き続けられるよう、お手伝いします
◦ 高齢者が自立して生活できるように、健康

づくりや介護予防などに関する必要な支援
を行います。

◦ 本人が生き生きと暮らし、社会的な役割を
持ちながら充実した生活ができるよ
うに、アドバイスや社会参加の機会
を提供します。

高齢者の困り事の相談を受けます
◦ 高齢者のさまざまな悩みや困り事の相談に

対応します。
◦ 高齢者やその家族に必要なアドバイスや、

必要なサービスへのつなぎを行います。

地域で見守る環境を整えます
◦ 高齢者が在宅で生活できるよう医療

や福祉をはじめ、地域のさまざまな
資源を活用できる環境づくりを行い
ます。

◦ 高齢者を支える地域の見守りネットワーク
をつくります。

高齢者の権利を守ります
◦ 虐待の発見や防止を図ることで、高齢者の

心身の安全を守ります。
◦ 認知症などで判断能力が不十分な高齢者に、

成年後見制度の情報提供や利用支援を行う
ことで、本人の権利や財産を守ります。

「山鹿市地域包括支援センター」へ
お気軽にご相談ください

　各圏域の生活支援コーディネーター拠点

◆山鹿市地域包括支援センター
　〒 861-0531 山鹿市中 578
　☎ (43)1077

圏域 拠点名（場所） 連絡先
●第１層（市町村全域）生活支援コーディネーター

山鹿市全体 地域包括支援センター（山鹿健康福祉センター内） ☎（43）1077
●第２層（日常生活圏域）生活支援コーディネーター

山鹿 やまが元気倶楽部（温泉プラザ３階） ☎（36）9238
大道 おいでまっせ大道（グループホーム大道内） ☎（46）6553

八幡・三玉 いつでんくるばい
（小規模多機能ホーム　いつでんくるばい内） ☎（41）5080

川辺・平小城・三岳 うすづか（小規模多機能ホーム　うすづか内） ☎（43）5588
鹿央・米田 岩原の郷（小規模多機能ホーム　岩原の郷内） ☎（36）2535

鹿北 地域交流館　かほく（小規模多機能ホーム　かほく内） ☎（34）8288
菊鹿 いこいの広場　ブレス（福祉サービス事業所　ブレス内） ☎（48）2434
鹿本 くたみの実家（デイサービス　ゆた～と内） ☎（46）2469

　地域包括支援センターは、高齢者の生活や介護に関する相談窓口です。高齢になっても住み慣れた
地域で安心して自分らしく暮らせるように、さまざまな支援を行っています。高齢者の生活や介護に
ついて悩み事や困り事がある人は、お気軽にご相談ください。

　地域包括支援センターには、保健師や社会
福祉士、主任ケアマネジャーなどの専門スタッ
フが複数います。関係機関と協力しながら、
チームで高齢者を支援しています。
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山鹿市地域包括支援センターだより

9　2022. ２　広報やまが

生活支援コーディネーターの活動を紹介します！
〜 生涯住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを続けることができる地域づくりに向けて  〜

　少子高齢化が進み、高齢者の１人暮らしや認知症高
齢者など、多様な支援を必要とする人が増加すること
が予測されます。一方、高齢者を支える側の働き世代
は減少し、今ある介護サービスなどの支援だけでは足
りなくなる可能性があります。
　そのため、住民主体による支え合いや高齢者自身が
新たな担い手として社会参加する地域づくりが必要です。

　山鹿市における今後の高齢者人口の推移

山鹿市総人口の推移と予測（第８期山鹿市高齢者福祉計画及び介護保険事業計画より）

2020 年 2025 年（予測）
総人口 50,996 人 47,447 人

15 〜 64 歳 26,074 人 23,465 人
65 〜74 歳 　8,721人 　7,849 人
75 歳以上 10,215 人 10,774 人
高齢化率 　37.1㌫ 　39.2㌫

　生活支援コーディネーターの活動
　地域に住んでいる人の「困り事」「どうにかできないか」を地域の皆さんと話し合いながら「できる
かもしれない」を一緒に探します。

※ 各圏域の生活支援コーディネーターから相談が
ありましたら、協力をお願いします。また、地
域の困り事もお気軽にご相談ください。

だ
け
ど
近
く
に
親
戚
は

い
な
い
し
、
近
所
の
人

と
は
あ
い
さ
つ
程
度
の

関
係
だ
し･･･

ご
み
出
し
が
大
変
だ
か

ら
、
誰
か
に
手
伝
っ
て

ほ
し
い
わ

お
隣
り
の一人
暮
ら
し
の

お
じ
い
さ
ん
は
認
知
症

が
あ
る
み
た
い
で
、
今

後
の
こ
と
が
心
配
だ
わ

離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る

お
子
さ
ん
に
連
絡
し
た

い
け
ど
、
話
し
た
こ
と

が
な
い
し･･･

▶

ご
み
出
し
な
ら
、
近

所
の
○
○
さ
ん
が
手

伝
っ
て
く
れ
る
よ

お
子
さ
ん
と
同
級
生

の
○
○
さ
ん
を
知
っ

て
い
る
か
ら
、
相
談

し
て
み
よ
う

地域の人と話し合い生活支援
コーディネーター

高齢化率75 歳以上65～74歳15～64歳0～14歳
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このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、問山鹿健康福祉センター内　健康増進課　☎ (43)0050

広報やまが　2022. ２　10

このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、問山鹿健康福祉センター内　健康増進課　☎ (43)0050

◦２月８日㈫　　山鹿警察署　　　　　　・ ９：30 ～ 11：30
　　　　　　　　山鹿市民医療センター　・13：15 ～ 16：00
◦２月 25 日㈮　山鹿市役所　　　　　　 ・ ９：30 ～ 11：30　・12：30 ～ 16：00

献血
日程

令和４年度　がん検診申し込み受け付け

風しんの追加的対策（風しん抗体検査・風しんの第５期定期接種）について

　19 歳以上の人がいる世帯に「各種健診希望調査票」を１月下旬に郵送しています。職場やかかりつけの医療
機関で定期検診を受けている人も全員、提出をお願いします。

　山鹿市では 19 歳からがん検診の補助を行っています。ご加入の健康保険に関係なく、誰でも受けられます。
ぜひ、この機会にお申し込みください。

　予防接種法に基づき、昭和 37（1962）年４月２日から昭和 54（1979）年４月１日までの間に生まれた男性は、
風しん抗体検査の結果、風しんの抗体価が低かった場合、予防接種を公費で受けることができます。

（対象者へはクーポン券を送付しています）

　風しんは、風しんウイルスによって引き起こされる急性の全身感染症で、飛
ひ

沫
まつ

感染によりヒトからヒトに感染
します。妊娠 20 週頃までの妊婦が感染すると、胎児に先天性風しん症候群（心疾患、難聴、白内障などの障が
い）を引き起こす恐れがあります。

　無症状でも他人に風しんをうつすことがあるので、感染を拡大させないためには、社会全体が免疫
を持つことが重要です。積極的に抗体検査を受けましょう。
※詳細は市のホームページをご確認ください。

風しん予防接種費用助成
◦ 対象者　
① 県が実施する「熊本県風しん抗体検査事業」において、予防接種が必要と判断された人
　※「 熊本県風しん抗体検査事業」は山鹿保健所が申請窓口です。

② 妊娠を希望する女性とその配偶者（婚姻の届け出をしていないが、事実上婚姻関係と同様の事情にあるものを
含む）など同居者（生活空間を同一にする頻度が高い人）で、過去の風しん抗体検査において、風しんの抗体
価が低かった（ＨＩ抗体価が 16 倍以下相当）人

　※ 妊娠中の女性および妊娠をしている可能性がある女性は、予防接種を受けられません。

③ 風しんの抗体価が低い妊娠している女性の配偶者（婚姻の届け出をしていないが、事実上婚姻関係と同様の事
情にあるものを含む）などの同居者（生活空間を同一にする頻度が高い人）で、過去の風しん抗体検査におい
て、風しんの抗体価が低かった（ＨＩ抗体価が 16 倍以下相当）人

◦ 個人負担金　麻しん風しん混合　3700 円
　　　　　　　風しん単独　　　　2700 円
◦ 手続き方法　対象者で接種を希望する人は、健康増進課へご連絡ください。
　詳しくは市のホームページをご覧ください。

若い世代からの健康づくりが、生活習慣病予防の重要なカギになります！
　生活習慣病の主な原因に、不適切な食生活や運動不足、過
剰なストレスや喫煙、過度な飲酒などの生活習慣の乱れが挙
げられます。また肥満は、多くの病気を引き起こす原因にも
なります。そこで本市では、若いうちから健康づくりが必要
と考え、健診を受ける機会の少ない 19 ～ 39 歳の国民健康
保険加入者を対象に「若年健診」を行っていますが、受診者
の約半数に所見が出ています。若いうちから運動不足やバラ
ンスの悪い食生活を見直し、生活習慣の改善に取り組むきっ
かけづくりとして、1 年に 1 度は健診を受け、自身の体の状
態を知ることも大切です。

年度
受診
者数

（人）
受診率
（％）

結　果
異常なし 有所見

人 ％ 人 ％
H30 185 7.1 84 45.4 101 54.6
Ｒ１ 214 14.9 91 42.5 123 57.5
Ｒ２ 141 ８ 77 54.6 64 45.4

山鹿市の若年健診の実施状況

献血推進キャラクター
けんけつちゃん
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〜みんなの健康手帳〜〜みんなの健康手帳〜
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〜みんなの健康手帳〜〜みんなの健康手帳〜

＊都合で変更になる場合があります。〈鹿本医師会〉
＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。〈城北中央薬局 ☎（43）4394〉

２月の休日在宅当番医および当番薬局

母子健康手帳交付
　毎週金曜日の午前９時半～ 11 時に実施しています。来所の際にはマスクを着用し、可能な限り同伴の人は
ご遠慮ください。また、発熱・風邪・味覚障害などの症状がある人は事前に健康増進課までご連絡ください。

各種母子保健事業のご案内
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、各種乳幼児健診および、すくすく学級の会場や時間が変更となる可
能性があります。その場合は、電話または通知などで対象者へお知らせします。また、現在「健康カレンダー」
は中止しています。そのため、各事業の対象者には、個別に通知をお送りします。

　お子さんのことでご心配なことがある場合には、地区担当保健師が対応いたしますので、健康増進課までご連
絡ください。

日(曜) 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時

６日㈰ 吉里医院 / 大橋通クリニック 江上薬局大橋通 / 鹿校通薬局

11 日㈷ 山鹿中央病院 山鹿新町薬局 / まつ薬局

13 日㈰ 星田内科医院 / きくか松岡クリニック エース薬局

20 日㈰ 中川医院 / まえはら泌尿器科クリニック きらきら薬局

23 日㈷ 桑木内科 / かもと整形外科医院 まつ薬局

27 日㈰ 井上小児科医院 / 小林医院 海浜総合薬局山鹿店

元気の
お手伝い

Vol.154

山鹿市民
医療センター通信

て
い
る
の
に
対
し
、
日
本
で
は
よ

う
や
く
40
㌫
を
超
え
た
程
度
で
、

死
亡
率
は
近
年
横
ば
い
傾
向
に

な
っ
た
も
の
の
現
在
も
多
く
の
人

が
乳
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
放
射
線

被
ば
く
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ

り
ま
す
が
、
乳
が
ん
を
発
見
す
る

最
も
信
頼
性
の
高
い
検
査
方
法
で

あ
り
、
死
亡
率
の
減
少
に
有
効
で

あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
40

歳
以
上
で
は
、
こ
の
デ
メ
リ
ッ
ト

よ
り
も
乳
が
ん
発
見
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
の
方
が
上
回
る
た
め
、
２

年
に
１
回
程
度
の
検
診
が
推
奨
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

乳
が
ん
は
早
期
発
見
、
早
期
治

療
が
重
要
。
40
歳
を
過
ぎ
た
ら
1
、

２
年
に
１
回
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

検
診
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

☎（
44
）２
１
８
５

　

今
回
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検

診
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
は

乳
房
専
用
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
の

こ
と
で
、
乳
房
を
板
状
の
も
の
で

圧
迫
し
て
撮
影
し
ま
す
。
そ
の
た

め
多
少
痛
み
を
伴
う
人
も
い
ま
す

が
、
乳
房
を
圧
迫
す
る
こ
と
で
少

な
い
放
射
線
量
で
多
く
の
部
分
を

撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
、
乳
が
ん

の
初
期
症
状
で
あ
る
微
細
な
石
灰

化
を
検
出
で
き
る
な
ど
、
乳
が
ん

の
早
期
発
見
に
有
効
で
す
。

　

日
本
に
お
け
る
女
性
の
が
ん
の

部
位
別
の
罹り

患か
ん

率
（
が
ん
に
な
っ

た
人
の
割
合
）
は
、
乳
が
ん
が
最

も
高
く
罹
患
率
は
今
な
お
上
昇
し

て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
と
し
て
、

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
診
の
受
診

率
（
受
診
す
る
人
の
割
合
）
が
欧

米
と
比
較
し
て
低
い
こ
と
で
す
。

欧
米
の
受
診
率
は
60
〜
80
㌫
に
達

し
、
乳
が
ん
死
亡
率
（
乳
が
ん
で

亡
く
な
る
人
の
割
合
）
は
減
少
し

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
診
に
つ
い
て

放射線科長

幸
ゆ き

　秀
ひ で

明
あ き
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検査機関

受検期間
【市内医療機関】
　４月 15 日㈮～令和５年１月 31 日㈫

【市外医療機関】
　４月 15 日㈮～令和５年３月 31 日㈮
注意点
　人間ドックを受ける人は、特定健診（集団健診や医療
機関での個別健診）を受けることができません。国保資
格喪失後の人間ドック受検や、特定健診との重複受診を
した場合は、全額自己負担となります。

詳しくは市ホームページにも掲載しています。

問国保年金課　☎(43)1527

令和４年度 国保人間ドック助成の
受け付けを行います
　以下の通り、受け付けを行います。希望する人は期間内に申し込んでください。

助成対象者
　昭和 23 年４月２日～昭和 63 年４月１日生まれで、
下記の条件を満たす人
① 申込日、受検日共に山鹿市国民健康保険に加入してい

る人
②国民健康保険税を完納している世帯の人
③ 人間ドック受検後、市の保健師や管理栄養士などの保

健指導を受けることができる人
募集期間
　２月１日㈫～ 10 日㈭（土、日を除く）
　午前８時半～午後５時
※ 定員になり次第、受け付けを終了します。募集定員に

満たない場合は、４月に二次募集を予定しています。
受付場所
◦山鹿市役所　国保年金課
　（２月１日㈫のみ、市役所 101 会議室）
◦各市民センター　市民係
申込時に持ってくるもの
　国民健康保険証、印かん
助成費用
　市と検査機関が契約で定める額の４割を助成します。
ただし、
◦１日コース：上限２万円
◦２日コース：上限２万５千円
※ 契約にない検査項目（オプション）は、全額自己負担

になります。
※検査機関によって費用が異なります。

山鹿市国民健康保険に加入している皆さんへ

市内医療機関 市外医療機関
山鹿市民医療センター 日赤熊本健康管理センター

山鹿中央病院 済生会熊本病院予防医療センター

保利病院 ＪＡ熊本厚生連
三森循環器科・
　　　　呼吸器科病院 公立菊池養生園診療所

徳永循環器科内科医院 大腸肛門病センター高野病院

① 病気は気付かないうちに進行します
　生活習慣病は自覚症状がなくてもゆっくりと、確実
に進行していきます。わずかな異常でも、放置してい
ると病気が重症化して見つかる恐れがあります。
②複数の異常はリスク倍増
　「ちょっとした」異常が幾つか重なることで、一気
に深刻な病気を引き起こしてしまうことがあります。
③早期発見・早期対応がカギ
　症状が出ないうちに、健診で早めに異常に気付き、
食事などの生活習慣を改善することで、生活習慣病を
発症するリスクを小さくできます。

 健診が必要な理由は？
※ １年に１度は人間ドックまたは特定健診、山鹿市で

行っている各種がん検診を受け、自分の健康状態や
生活習慣を確認しましょう。

人間ドックや健診の結果に
応じて、市の保健師や管理栄
養士などが訪問し、一人一人
に合ったサポートをします。

　新型コロナウイルス感染症予防の観点から、令和元～
３年度の３年連続受検した（する）人には申請書を郵送
しています。同封の返信用封筒により申し込み済みの人
は、来庁不要です。（広報やまが１月号 14 ページ参照）
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※ 令和４年度の保険料は決定していますが、割引額はまだ決定していないため、昨年度の割引額を基に掲載しています。

　国民年金保険料の納付は口座振替が利用できます。金融機関へ行く手間が省け、納め忘れの心配も
ないので、大変便利で確実です。さらに口座振替でまとめて前納（前払い）すると、毎月納付するよ
りも割引を受けられお得なので、ぜひご利用ください。

問国保年金課　☎ (43)1576　　熊本西年金事務所　☎ 096(353)0142

前納期間 定額 前納額（口座振替） 割引額

　　２年前納（４月〜翌々年３月分） 398160 円 約 382660 円 約 15500 円

　　１年前納（４月〜翌年３月分） 199080 円 約 195080 円 約 4000 円

　　６カ月前納（４月〜９月分） 99540 円 約 98540 円 約 1000 円

◦前納の種類と割引額

令和４年度　国民年金保険料は月額　16590円です。

国民年金保険料の納付は口座振替の前納が便利でお得です！

◦�申し込み方法　基礎年金番号が分かるもの（年金手帳など）・通帳・金融機関届け出印が必要です。
口座振替をご希望の金融機関や年金事務所、市役所と各市民センターで申し込みができます。

◦申込期限　２月 28 日㈪
　令和４年４月からの口座振替前納を希望する場合の申込期限です。すでに口座振替で前納している
人は、再度手続きする必要はありません。
　※ 当月末振り替え（早割）・翌月末振り替えは随時受け付けています。

◦口座振替日　５月２日㈪
　残高不足で引き落としができなかった場合は、割引がなくなり、その年は自動的に毎月の口座振替
に切り替わりますのでご注意ください。翌年は再び申し込みされた前納の口座振替になります。

◦�届け出先　市役所または各市民センター

�

お
知
ら
せ

今
月
の
納
税
・
保
険
料

◦�

固
定
資
産
税
（
第
４
期
）

◦�

国
民
健
康
保
険
税
（
第
９
期
）

◦�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
８
期
）

◦�

介
護
保
険
料
（
第
６
期
）

◦�

納
期
限　

２
月
28
日
㈪

夜
間
・
休
日
収
納
窓
口

◦��

夜
間
（
平
日
）

　

２
月
25
日
㈮
・
28
日
㈪

　

午
後
５
時
半
〜
午
後
７
時

◦�

休
日
（
日
曜
）　

２
月
27
日
㈰

　

午
前
８
時
半
〜
正
午

◦
場
所　

市
役
所
１
階
税
務
課
⑥
番
窓
口

※�

電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
平
日
午

後
５
時
15
分
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

※�

納
税
は
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
山
鹿
市
内
の

各
金
融
機
関
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。

す
で
に
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人
は
、

口
座
の
残
高
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
に
限
り
、
納

期
限
ま
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
決
済

で
納
付
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
納
付
書

の
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ア

プ
リ
決
済
で
は
、
領
収
書
が
発
行
さ
れ

ま
せ
ん
。

◦ 

対
象
ア
プ
リ　

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
・
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ�

Ｐ
ａ
ｙ
・
Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ
・
支
払
秘
書

問
税
務
課
収
納
係　
　

☎（
43
）１
１
４
４
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医
療
費
控
除
を
受
け
る
際
は
「
医
療
費
控

除
の
明
細
書
」
の
添
付
が
必
要
で
す

　

医
療
費
控
除
を
受
け
る
際
は
「
医
療
費

控
除
の
明
細
書
」
を
作
成
し
、
添
付
が
必

要
に
な
り
ま
し
た
。
令
和
２
年
分
の
確
定

申
告
か
ら
は
、
医
療
費
控
除
の
明
細
書
の

代
わ
り
に
医
療
費
な
ど
の
領
収
書
を
添
付

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
な
お
、
医
療
費
な
ど
の
領
収

書
（
医
療
費
通
知
に
係
る
も
の
を
除
く
）

は
確
定
申
告
期
限
か
ら
５
年
間
、
ご
自
宅

な
ど
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

青
色
申
告
特
別
控
除
お
よ
び
基
礎
控
除
が

変
更
に
な
り
ま
し
た
！

　

令
和
２
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
65
万

円
の
青
色
申
告
特
別
控
除
を
適
用
す
る
た

め
の
要
件
お
よ
び
基
礎
控
除
額
が
変
更
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
確
定
申
告
の
際
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

・
青
色
申
告
特
別
控
除
額

　
65
万
円

↓

55
万
円

・
基
礎
控
除
額　
38
万
円

↓

48
万
円

　
�　

令
和
３
年
分
の
確
定
申
告
に
お
い
て

65
万
円
の
青
色
申
告
特
別
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件

を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①�

ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
申
告
書
お
よ

び
青
色
申
告
決
算
書
を
提
出
す
る
。

②�

電
子
帳
簿
保
存
法
に
対
応
す
る
会
計
ソ

フ
ト
を
用
い
て
記
帳
し
、
か
つ
、
令
和

 

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

�

２
年
９
月
30
日
ま
で
に
「
国
税
関
係
帳

簿
の
電
磁
的
記
録
に
よ
る
保
存
等
の
承

認
申
請
書
」
を
提
出
し
て
い
る
こ
と
。

　
　

ま
た
、
基
礎
控
除
額
は
10
万
円
引
き

　

�

上
げ
ら
れ
48
万
円
に
な
っ
た
他
、
所
得

金
額
が
２
４
０
０
万
円
を
超
え
る
人

は
、
所
得
金
額
に
応
じ
て
控
除
額
が
異

な
り
ま
す
。

申
告
は
ス
マ
ホ
か
ら「
ｅ‒

Ｔ
ａ
ｘ
」で
！

　

�　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ま
た
は
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
（
以
下
「
ス
マ
ホ
等
」）
か
ら

ｅ‒

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
所
得
税
の
確

定
申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ご
利
用
に
は
次
の
①
お
よ
び
②�

ま
た
は
③
が
必
要
で
す
。

①�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

②�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
方
式
対
応
の
ス
マ
ホ
等

（
カ
ー
ド
情
報
を
読
み
込
め
る
機
種
）

③�

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド

　
（
事
前
に
税
務
署
で
職
員
と
対
面
に
よ

　

る
本
人
確
認
を
受
け
た
後
に
発
行
）

　

�　
ｅ‒

Ｔ
ａ
ｘ
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（https://w

w
w
.nta.

go.jp

）
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

山
鹿
税
務
署

　

自
動
音
声
案
内　
　

☎（
44
）２
１
８
１

※�

確
定
申
告
に
関
す
る
ご
相
談
は
「
０
」

番
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。「
確
定
申

告
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
お
つ
な
ぎ

し
ま
す
（
３
月
15
日
㈫
ま
で
）。

◦体育館　
　５日㊏　14：30 ～　・19 日㊏　13：00 ～
　　第 46 回日本ハンドボールリーグ（オムロン戦）
　６日㊐　9：00 ～
　　九州柔道選手権大会熊本県予選
　13 日㊐　９：00 〜
　　バウンドテニス親善大会
　27 日㊐　９：00 ～
　　山下泰

やすひろ

裕記念熊本県少年柔道大会

◦市民球場
　１日㊋～ 15 日㊋・21 日㊊・22 日㊋
　・24 日㊍・25 日㊎　9：00 ～
　　火の国サラマンダーズ春季キャンプ
　19 日㊏・20 日㊐・23 日㊗　９：00 ～
　26 日㊏・27 日㊐　10：00 ～　
　　TKU 旗争奪リトルシニア春季九州大会

◦多目的グラウンド
　26 日㊏・27 日㊐　９：00 ～　
　　大沢啓

けい

二
じ

旗黒江杯争奪学童軟式野球大会

※�新型コロナウイルス感染拡大の影響により変更　　　
または中止になる場合があります。

問�カルチャースポーツセンター　☎(43)0090

カルチャースポーツセンター　イベント情報（２月）
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山
鹿
市
消
防
本
部
か
ら
お
知
ら
せ

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
電
話
回
線
の
工
事
に
伴

い
、
携
帯
電
話
や
固
定
電
話
か
ら
の

１
１
９
番
通
報
お
よ
び
一
般
回
線
が

つ
な
が
り
に
く
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
工
事
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
機
器

老
朽
化
に
伴
い
、
全
国
的
に
実
施
さ

れ
る
も
の
で
す
。

◦ 

工
事
の
日
時
　
２
月
25
日
㈮

　
午
前
０
時
〜
３
時
（
う
ち
３
分
間
）

　

通
話
中
の
電
話
は
途
切
れ
る
こ
と

な
く
会
話
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

新
た
な
通
報
は
接
続
さ
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
電
話
が
つ
な
が
ら
な
い
と

き
は
、
つ
な
が
る
ま
で
何
度
か
お
掛

け
直
し
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
は
山
鹿
市
消
防
本
部

警
防
通
信
指
令
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
山
鹿
市
消
防
本
部
警
防
通
信
指
令
課

☎（
43
）１
２
８
９

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

が
長
期
化
す
る
中
、
子
育
て
世
帯
を
支
援

す
る
た
め
臨
時
特
別
給
付
金
の
給
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
令
和
３
年
９
月

分
の
児
童
手
当
を
山
鹿
市
か
ら
受
給
さ
れ

た
人
に
は
、
先
行
し
て
給
付
が
済
ん
で
い

 

子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
の 

 

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

ま
す
が
、
令
和
３
年
９
月
30
日
時
点
で
山

鹿
市
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
①
ま
た
は
②

に
該
当
す
る
人
が
給
付
を
受
け
る
場
合

は
、
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
内

容
を
ご
確
認
の
上
、
期
限
内
に
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
こ
と
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
福

祉
援
護
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦ 

給
付
の
対
象
者

　

�

令
和
３
年
９
月
30
日
時
点
で
山
鹿
市
に

住
所
が
あ
る
こ
と
。

①�

平
成
15
年
４
月
２
日
〜
平
成
18
年
４
月

２
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児
童
（
高
校
生

世
代
）
の
み
を
養
育
し
て
い
る
人

②�
児
童
手
当
を
職
場
か
ら
支
給
さ
れ
て
い

る
公
務
員

◦ 

給
付
額　
児
童
１
人
当
た
り
10
万
円

◦ 

申
請
期
限　
２
月
28
日
㈪

問 

福
祉
援
護
課　
　
　

☎（
43
）０
０
５
２

◦�

対
象　
母
子
・
父
子
ま
た
は
両
親
不
在

の
世
帯
で
、
令
和
４
年
度
に
小
学
校
へ

入
学
す
る
児
童
（
平
成
27
年
４
月
２
日

〜
平
成
28
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
と
令

和
３
年
度
に
中
学
校
を
卒
業
す
る
生
徒

（
平
成
18
年
４
月
２
日
〜
平
成
19
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）

◦�

内
容　

図
書
カ
ー
ド
（
小
学
校
入
学

３
千
円
分
、
中
学
校
卒
業
５
千
円
分
）

◦�

申
請
方
法　
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム

 

ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
へ
入
学
・

 

卒
業
祝
い
品
を
贈
呈
し
ま
す

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

社
会
福
祉
協
議
会
各
支
所
に
置
い
て
い

る
指
定
の
申
込
書
を
提
出
く
だ
さ
い
。

◦�

申
請
期
限　
３
月
４
日
㈮

問
社
会
福
祉
協
議
会
本
所･

山
鹿
支
所

☎（
43
）１
１
３
４

　

鹿
北
支
所　
　
　
　

☎（
32
）２
６
９
６

　

菊
鹿
支
所　
　
　
　

☎（
48
）５
０
６
０

　

鹿
本
支
所　
　
　
　

☎（
46
）２
２
０
６

　

鹿
央
支
所　
　
　
　

☎（
36
）３
８
１
１

　

次
の
家
畜
動
物
を
１
頭
（
羽
）
で
も
飼

育
し
て
い
る
人
は
毎
年
１
回
、
飼
育
状
況

の
報
告
が
必
要
で
す
。
２
月
１
日
㈫
時
点

の
種
類
と
頭
羽
数
を
、
山
鹿
市
農
業
振
興

課
☎（
43
）１
５
５
６
へ
報
告
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

�

牛
・
馬
・
ポ
ニ
ー
・
綿
羊
・
ヤ
ギ
・
豚
・

ミ
ニ
豚
・
イ
ノ
豚
・
イ
ノ
シ
シ
・
鹿
・
鶏
・

ア
ヒ
ル
・
合
い
ガ
モ
・
ウ
ズ
ラ
・
キ
ジ
・

ホ
ロ
ホ
ロ
チ
ョ
ウ
・
シ
チ
メ
ン
チ
ョ
ウ
・

ダ
チ
ョ
ウ
な
ど

※
ハ
ト
や
イ
ン
コ
な
ど
は
不
要
。

◦�
報
告
期
限　
２
月
末
ま
で

問
熊
本
県
城
北
家
畜
保
健
衛
生
所　
　
　

☎（
46
）２
０
７
５

 

牛
・
豚
・
ヤ
ギ
・
鶏
な
ど
の
飼
育

 

に
は
県
へ
の
報
告
が
必
要
で
す
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ご先祖さまへ春のお彼岸前のご準備を

・お墓をきれいにしたい。
・お墓をリフォームしたい。
・墓誌に記名していないので刻みたい。
・香炉や花立てだけを新しくしたい。
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など

お済みですか？

ご相談
ください！！ コロナ禍

が収まり
ますよう
に･･･！

あまびえの♥ゆとりんです♥
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認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

 
開
設
の
事
前
協
議
を
実
施
し
ま
す

　

第
８
期
山
鹿
市
高
齢
者
福
祉
計
画
お
よ

び
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
令
和

４
年
度
中
に
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介

護
事
業
所
の
開
設
を
行
う
事
業
者
の
公
募

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
応
募
の
条
件
と
し
て
山
鹿
市
と

事
前
協
議
が
必
須
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
応
募
を
お
考
え
の
事
業
者
は
、
事
前

協
議
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◦ 

公
募
予
定
事
業
所

　

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所

　
（
１
ユ
ニ
ッ
ト
）

◦
公
募
圏
域　
原
則
、
山
鹿
圏
域
が
対
象

◦
公
募
要
件

①�

山
鹿
市
内
で
介
護
保
険
事
業
ま
た
は
医

療
・
障
が
い
者
福
祉
事
業
な
ど
の
運
営

実
績
が
あ
る
法
人
で
、
関
係
事
業
者
と

の
連
携
や
人
材
の
確
保
が
可
能
で
あ
る

こ
と
。

②�

令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
４
月
１
日
㈯

ま
で
に
事
業
開
始
が
で
き
る
こ
と
。
建

物
の
建
設
工
事
な
ど
が
必
要
な
場
合

は
、
令
和
５
年
３
月
15
日
㈬
ま
で
に
工

事
を
完
了
す
る
こ
と
。

③�

事
前
協
議
期
間
に
、
山
鹿
市
と
の
協
議

を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

◦
事
前
協
議
期
間

　

２
月
１
日
㈫
〜
28
日
㈪

◦
公
募
期
間
（
予
定
）

　

５
月
６
日
㈮
〜
13
日
㈮

　

ス
ポ
ー
ツ
が
生
活
を
よ
り
豊
か
に
す
る

と
い
う
視
点
に
立
ち
、
障
が
い
の
あ
る
人

が
競
技
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を

体
験
し
、
競
技
力
の
向
上
を
目
指
す
と
と

も
に
、
県
民
が
障
が
い
に
対
す
る
理
解
を

一
層
深
め
、
障
が
い
者
の
社
会
参
加
の
推

進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

し
ま
す
。

◦ 

種
目
日
程
（
予
定
）

・
４
月
24
日
㈰　

�

水
泳
、フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
、
ボ
ッ
チ
ャ

・
５
月
22
日
㈰　

�

陸
上
競
技
、
ボ
ウ
リ
ン

グ
、
卓
球
。

※
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
は
除
く

◦ 

会
場
（
予
定
）

　

熊
本
市
（
競
技
種
目
で
異
な
り
ま
す
）

◦ 

出
場
資
格　

県
内
に
住
所
が
あ
る
人

か
、
県
内
の
施
設
・
学
校
な
ど
に
在
籍

し
て
い
る
人
で
、
令
和
４
年
４
月
１
日

㈮
現
在
13
歳
以
上
で
身
体
障
が
い
の
あ

る
人
（
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
人
）、
ま
た
は
知
的
障
が
い
の
あ
る

 

第
21
回
く
ま
も
と
障
が
い
者

 

ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
者
募
集

�

募　
集

※�

詳
し
い
こ
と
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
長
寿
支
援
課　
　
　

☎（
43
）１
１
８
０

 

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
参
加
者
募
集

　

博
物
館
か
ら
岩
野
川
水
遊
び
公
園
ま
で

の
往
復
約
２
㌖
を
散
策
し
な
が
ら
野
鳥
を

観
察
し
ま
す
。
雨
天
の
場
合
は
講
師
に
よ

る
鳥
の
お
話
を
し
ま
す
。

◦ 

日
時
　
２
月
11
日
㈷

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

◦ 

講
師
　
坂
梨
仁ま

さ
ひ
こ彦
さ
ん

◦ 

集
合
場
所　
山
鹿
市
立
博
物
館

◦ 

定
員
　
先
着
20
人
。
事
前
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

◦ 
参
加
費
　
無
料

◦ 

準
備
物
　
飲
み
物
・
双
眼
鏡
（
双
眼
鏡

貸
し
出
し
可
）・
寒
く
な
い
服
装

◦ 

申
し
込
み
方
法
　
山
鹿
市
立
博
物
館
へ

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

山
鹿
市
立
博
物
館　

☎（
43
）１
１
４
５

人
（
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
人
ま
た
は

取
得
の
対
象
に
準
ず
る
障
が
い
の
あ
る

人
）。な
お
、精
神
障
が
い
の
あ
る
人（
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の

人
、
ま
た
は
取
得
の
対
象
に
準
ず
る
障

が
い
の
あ
る
人
）
は
、
卓
球
競
技
の
み

参
加
可
能
。

◦ 

申
込
期
限　
３
月
７
日
㈪

※�

出
場
に
は
申
込
書
の
提
出
が
必
要
で

す
。
希
望
す
る
人
は
福
祉
援
護
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

福
祉
援
護
課　
　
　

☎（
43
）０
０
５
２



 

お
知
ら
せ

案　内　版　Information

〈 

有
料
広
告 

〉

17　2022. ２　広報やまが

 
熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校

 
令
和
４
年
度
入
学
生
募
集

　
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
で
は
、
シ
ニ

ア
の
た
め
の
学
び
の
場
と
し
て
熊
本
校
で

30
年
、
八
代
校
で
22
年
続
く
「
熊
本
さ
わ

や
か
大
学
校
」
を
開
校
し
て
い
ま
す
。

年
間
40
講
座
、
毎
回
異
な
る
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
多
彩
な
先
生
の
講
義
や
学
習
活
動

を
通
し
て
、
新
た
な
自
分
づ
く
り
、
仲
間

づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

◦ 

入
学
資
格　
県
内
在
住
で
60
歳
以
上
の

人
（
昭
和
37
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
）

◦ 

募
集
人
員　
熊
本
校
50
人
・
八
代
校
45

人
・
聴
講
生
10
人
（
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
）

◦ 

募
集
期
間　
２
月
１
日
㈫
〜
３
月
11
日
㈮

◦ 

開
催
場
所
・
開
催
日
時

　

�【
熊
本
校
】
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
熊
本
市
中
央
区
南
千
反
畑
町
３
番
７
号
）

　

毎
週
木
曜
日　

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

　

�【
八
代
校
】
桜
十
字
ホ
ー
ル
や
つ
し
ろ

（
八
代
市
新
町
５
番
20
号
）

　

毎
週
火
曜
日　

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

◦ 

受
講
期
間　
４
月
〜
令
和
５
年
３
月

　

毎
週
１
講
座
×
40
回

◦ 

受
講
料　

入
学
金
５
千
円　

受
講
料

１
万
６
千
円
（
入
学
時
に
一
括
納
入
。

八
代
校
の
聴
講
生
は
受
講
料
の
み
）

◦ 

申
し
込
み
方
法　
長
寿
支
援
課
な
ど
に

置
い
て
あ
る
入
学
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

鞠き
く

智ち

城
特
別
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

 

〜
南
側
土
塁
編
〜
参
加
者
募
集

　

普
段
は
ガ
イ
ド
を
行
っ
て
い
な
い
、
鞠

智
城
の
南
側
を
守
っ
て
い
た
城
壁
「
南
側

土
塁
線
」
や
、鞠
智
城
の
玄
関
だ
っ
た
「
城

門
跡
」
へ
ご
案
内
し
ま
す
。
歩
き
や
す
い

服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦ 

日
時
　
２
月
27
日
㈰

　

午
後
１
時
半
〜
３
時
半
（
雨
天
中
止
）

◦ 
参
加
費
　
無
料

◦ 
場
所
　
歴
史
公
園
鞠
智
城

◦ 

定
員
　
先
着
20
人

※�

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◦ 

申
し
込
み
方
法　
電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、

メ
ー
ル
（
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
は
、

氏
名
・
電
話
番
号
・
参
加
人
数
を
記
入

し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

※�

最
新
情
報
は
鞠
智
城
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問 

歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館

☎（
48
）３
１
７
８

（
48
）３
６
９
７

　

onnkosousei@
pref.kum

am
oto.lg.jp

FAX

問
（
一
財
）熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

☎
０
９
６（
３
５
４
）３
０
８
３

装
飾
横
穴
墓
現
地
見
学
会
「
鍋
田
横
穴
」

　

国
史
跡
「
鍋
田
横
穴
」
を
専
門
職
員
の

解
説
を
交
え
な
が
ら
見
学
し
ま
す
。

◦ 

日
時　
２
月
13
日
㈰

　
（
午
前
の
部
）

　

午
前
10
時
〜
11
時

　
（
午
後
の
部
）

　

午
後
１
時
半
〜
２
時
半

◦ 

集
合
場
所

　

鍋
田
横
穴
（
山
鹿
市
鍋
田
８
番
地
）

◦ �

参
加
費　
無
料

◦ �

定
員　
先
着
20
人

定
期
体
験
教
室
２
月
受
け
付
け

「
古
代
ガ
ラ
ス
玉
づ
く
り
」

　

ガ
ラ
ス
棒
を
バ
ー
ナ
ー
で
あ
ぶ
り
、
芯

に
巻
き
つ
け
て
ガ
ラ
ス
玉
を
作
り
ま
す
。

自
分
だ
け
の
ガ
ラ
ス
玉

の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦ 

日
時　
３
月
12
日
㈯

　

①
午
前
10
時
〜
正
午

　

②
午
後
１
時
半
〜
３

　
　

時
半

◦ 
場
所　
鹿
央
物
産
館
ふ
れ
あ
い
館

◦ �
参
加
費　
１
人
５
０
０
円

◦ �

定
員　
各
15
人
（
先
着
順
）

※�

ど
ち
ら
も
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

問
県
立
装
飾
古
墳
館　

☎（
36
）２
１
５
１

　
（
月
曜
・
祝
日
の
翌
日
は
休
館
）

 

県
立
装
飾
古
墳
館　
現
地
見
学
会
・

 

定
期
体
験
教
室
の
参
加
者
募
集
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ご葬儀の事前相談　受付け中

広報やまが　2022. ２　18

�

相　
談

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行
政�

相
談
委
員
が
、
住
民
を
対
象
に
行
政
サ
ー�

ビ
ス
に
関
す
る
相
談
や
、
国
・
県
・
市
へ�

の
ご
意
見
や
ご
要
望
な
ど
を
お
受
け
し
ま�

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら�

 

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

日
本
最
大
級
の
花
と
み
ど
り
の
祭
典
、

全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
が
36
年
ぶ
り
に
熊

本
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
期
間
中
は
熊
本

市
内
３
カ
所
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
、
花
畑

広
場
と
熊
本
市
動
植
物
園
に
は
県
産
の
花

で
彩
る
大
花
壇
を
造
成
す
る
と
と
も
に
、

立
田
山
に
は
大
型
木
製
遊
具
や
ツ
リ
ー
ハ

ウ
ス
を
設
置
。
併
せ
て
、
各
会
場
で
は
多

彩
な
体
験
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
ま
す
。
ま

た
県
内
の
市
町
村
が
パ
ー
ト
ナ
ー
会
場
と

な
っ
て
花
と
み
ど
り
に
彩
ら
れ
ま
す
。
花

畑
広
場
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
大
花
壇

は
、
世
界
的
な
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
ニ
コ
ラ
イ
・
バ
ー
グ
マ
ン
氏
の
監
修
に

よ
る
も
の
で
す
。ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◦
期
間　
３
月
19
日
㈯
〜
５
月
22
日
㈰

 
く
ま
も
と
花
と
み
ど
り
の
博
覧
会

 「
く
ま
も
と
花
博
」

�

催　
し

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦ 

日
時　
２
月
25
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◦
場
所　
市
役
所
３
階
３
０
２
会
議
室

◦ 

相
談
員　
行
政
評
価
事
務
所
職
員

　
　
　
　
　

行
政
相
談
委
員

問
熊
本
行
政
評
価
事
務
所　

　
　

☎
０
９
６（
３
２
４
）１
６
６
２

地
域
生
活
課　
　
　

☎（
43
）１
１
１
４

◦
メ
イ
ン
会
場

　
街
な
か
エ
リ
ア

　
　

熊
本
城
公
園
お
よ
び

　
　

花
畑
広
場
一
帯

　
水
辺
エ
リ
ア

　
　

�

水
前
寺
江
津
湖
公
園
一
帯

　
　
動
植
物
園
含
む

　
ま
ち
山
（
立
田
山
）
エ
リ
ア

　
　

立
田
山

　

山
鹿
市
内
の
パ
ー
ト
ナ
ー
会
場

　
　
鹿
央
古
代
の
森
公
園

　

�　

く
ま
も
と
花
博
期
間
中
、
４
月
中
旬

〜
５
月
に
か
け
て
長
藤
を
は
じ
め
九
州

で
は
珍
し
い
八や

重え

黒こ
く

龍り
ゅ
う

藤ふ
じ

な
ど
の
花
が

見
頃
を
迎
え
ま
す
の
で
、
鹿
央
古
代
の

森
公
園
に
も
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
い
内
容
は
く
ま
も
と
花
博
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

第
38
回
全
国
都
市
緑
化
く
ま
も
と
フ
ェ

ア
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
６（
３
２
８
）２
５
２
５

ニコライ・バーグマン氏監修の「大花壇」
のイメージ（花畑広場）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

新
入
会
員
募
集

　
山
鹿
市
内
に
お
住
ま
い
の
原
則
60

歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る

人
は
、
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

新
入
会
員
説
明
会
を
毎
月
２
回
開
催

し
ま
す
の
で
、
入
会
を
希
望
す
る
人

は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
清
掃
、草
取
り
、

剪せ
ん
て
い定
、
農
作
業
な
ど
の
会
員
さ
ん
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

◦��

会
場

　
山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

◦��

説
明
会
期
日

　 

２
月
９
日
㈬・22
日
㈫・３
月
９
日
㈬・

23
日
㈬

◦�

時
間　
午
前
10
時
〜

問 

（
公
社
）
山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー　
　
　

��

☎（
44
）１
８
５
０
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有
料
広
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〉 理容  ハタシマ
※60 歳以上 200 円割引（カットのみ以上、平日のみ）

●山鹿店　3 号線セントラルパーク西益屋さんの隣
●東　店　325 号線 MrMax ななめ前、仏壇屋さんの隣

お問い合わせ
☎0968-43-1838山鹿市鹿本町御宇田 691-1　有限会社たけや

19　2022. ２　広報やまが

　

菊
池
川
流
域
に
数
多
く
残
さ
れ
て
い

る
装
飾
古
墳
は
、
保
存
の
た
め
通
常
は
見

学
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
今
回
、
装
飾
古
墳
を
迫
力
あ
る
大
型

写
真
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す
。
私
た
ち
の

遠
い
祖
先
が
、
祈
り
を
込
め
て
描
い
た
世

界
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
展
示
で
す
。

◦
展
示
期
間　
２
月
２
日
㈬
〜
13
日
㈰

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

 

市
立
博
物
館
ま
ち
な
か
展
示

 「
装
飾
古
墳
パ
ネ
ル
展
」

　

講
座
受
講
生
が
主
体
で
運
営
す
る
自
主

講
座
の
１
年
間
の
成
果
発
表
会
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

【
ス
テ
ー
ジ
部
門
】

◦
日
時　
２
月
20
日
㈰　

午
前
９
時

◦�

場
所　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
文
化

ホ
ー
ル

【
展
示
部
門
】

◦�

日
時　
２
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰　

午
前

10
時
〜
午
後
５
時
（
27
日
は
午
後
３
時

ま
で
）

◦�

場
所　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

※�

来
場
の
際
は
マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
し

ま
す
。
感
染
状
況
次
第
で
は
開
催
を
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
社
会
教
育
課　
　
　

☎（
43
）１
６
５
１

 
令
和
３
年
度
公
民
館
講
座
発
表
会 

 「
市
民
の
つ
ど
い
」

 

県
立
装
飾
古
墳
館
・
菊
池
川
流
域  

 

古
代
文
化
研
究
会
の
催
し

県
立
装
飾
古
墳
館
企
画
展
Ⅵ　
い
の
り

勾ま
が
た
ま玉
か
ら
見
た
原
始
・
古
代
肥
後
の
ま
つ
り

◦ 

期
間　
２
月
22
日
㈫
〜
５
月
８
日
㈰

◦ 

内
容　
県
内
の
縄
文
、
弥
生
、
古
墳
時

代
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
、
さ
ま
ざ
ま

な
勾
玉
が
持
つ
意
味
に
つ
い
て
解
説
し

ま
す
。

◦�

観
覧
料　

大
人
４
３
０
円
、
大
学
生

２
６
０
円
、
高
校
生
以
下
無
料

◦�

開
館
時
間��
午
前
９
時
半
〜
午
後
５
時

15
分
（
入
館
は
午
後
４
時
45
分
ま
で
）

装
飾
古
墳
館
・
菊
池
川
流
域

古
代
文
化
研
究
会　
第
15
回
講
座

◦
日
時　
２
月
20
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時

◦ 

演
題
　「
鞠
智
城
研
究
の
地
平
―
現
状

と
課
題
、
そ
し
て
目
指
す
も
の
―
」

◦ 

講
師　
熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館

　
　
　
　

村
﨑
孝た

か

宏ひ
ろ

館
長

◦ 

場
所
　
鞠
智
城
研
修
施
設

◦ 

定
員
　
先
着
50
人
。
入
場
は
無
料
で
す

が
事
前
に
お
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

問 

県
立
装
飾
古
墳
館　

☎（
36
）２
１
５
１

　
（
月
曜
・
祝
日
の
翌
日
は
休
館
）

◦
入
館
料　
無
料

◦
場
所　
八
千
代
座
交
流
施
設

問
山
鹿
市
立
博
物
館　

☎（
43
）１
１
４
５

　
（
月
曜
・
祝
日
の
翌
日
は
休
館
）

２
月
の
さ
く
ら
湯
休
館
日

２
月
16
日
㈬

（
第
３
水
曜
日
）

 

さ
く
ら
湯

 

２
月
の
イ
ベ
ン
ト 「
き
ん
か
ん
湯
」

　

毎
年
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

山
鹿
市
の
特
産
物
「
金き

ん
か
ん柑
」

を
浮
か
べ
た
「
き
ん
か
ん

湯
」
を
開
催
し
ま
す
。

◦ 

日
時
　
２
月
26
日
㈯

　

�　
　
　

午
前
６
時
〜
午
前
０
時

　
　
　
　
（
午
後
11
時
半
受
け
付
け
終
了
）

◦ 

料
金
　
中
学
生
以
上
３
５
０
円

　
　
　
　

３
歳
〜
小
学
生
１
５
０
円

問 

さ
く
ら
湯　
　
　
　

☎（
43
）３
３
２
６

　

昔
の
さ
く
ら

湯
内
に
も
設
置

さ
れ
て
い
た
広
告

看
板
。
そ
の
雰

囲
気
を
再
現
す

る
た
め
広
告
を

募
集
し
ま
す
。

◦ 

募
集
期
間
　
２
月
７
日
㈪
〜
22
日
㈫

問 
山
鹿
市
地
域
振
興
公
社

☎（
43
）０
１
１
１ 浴室内に飾られた風情漂

うレトロ広告看板

さ
く
ら
湯

レ
ト
ロ
広
告
看
板
（
有
料
）
募
集
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秘密は固く守ります。お気軽にご相談ください。

相談 無料は

定 例・日時　２月 10日㈭
　　　　午後１時半〜４時半
・場所　鹿北市民センター相談室

問鹿北市民センター　☎ (32)3111

税務相談

年金出張相談

障がい児・者相談
専門の相談員が支援します。

【市役所福祉援護課 障がい福祉係】
◦日時　月〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前８時半〜午後５時

【山鹿健康福祉センター】
◦日時　２月２日㈬、９日㈬、
　　���　16 日㈬　
　　　　午前９時〜 11時

【鹿北市民センター】
◦日時　２月 15日㈫
　　　　午後１時半〜３時半

【菊鹿市民センター】
◦日時　２月１日㈫
　　　　午後１時半〜３時半

【鹿本市民センター】
◦日時　２月 22日㈫
　　　　午後１時半〜３時半

【鹿央市民センター】
◦日時　２月８日㈫
　　　　午後１時半〜３時半

問福祉援護課　☎ (43)0052

心配ごと相談

認知症に関する相談
◦日時　２月９日㈬・16日㈬
　　　　午前 10時〜正午
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ (43)1077

相談の時間は下記のとおりです。
◦一般相談
　午前９時〜正午
※�予約制ではありませんので、お待
ちいただく場合があります。
◦司法書士相談（事前予約が必要）
　午前 10時〜正午
◦法律相談（事前予約が必要）
　・午前 10時〜正午
　・午後１時〜３時（山鹿支所のみ）
※�司法書士相談、法律相談のご利用
は、１人に付き年３回までです。

【山鹿健康福祉センター内社協本所・
山鹿支所】　☎ (43)1134
①一般相談　�２月４日㈮
② 司法書士相談（登記関係）
���２月 18 日㈮　※要予約
③法律相談　�２月 25 日㈮午前・午後
　※要予約

【鹿北老人福祉センター】☎ (32)2696
①一般相談　２月３日㈭
②司法書士相談（成年後見・多重債 
　務・登記関係）２月 17日㈭　
　※要予約

【菊鹿ひまわり館】　☎ (48)5060
①一般相談  ２月２日㈬
② 法律相談  ２月 16日㈬　※要予約

【鹿本高齢者コミュニティセンター
　「親和荘」】　☎ (46)2206
○一般相談　２月１日㈫

【鹿央地域福祉センター】
　☎ (36)3811
○一般相談　２月７日㈪

仕事の相談はお気軽に

◦日時　２月８日㈫�
　　　　午後１時〜４時
◦場所　市役所商工観光課
※予約をした人が優先となります。
問商工観光課　☎ (43)1579

社会保険労務士労働相談

◦日時　月〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前９時〜午後４時
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター　☎(43)0188

消費生活相談

【フルタイム】　（月額）
①栄養士　151,200 円〜
②医療事務　15万円〜
③介護職員　145,000 円〜
④理容・美容業務　18万円〜
⑤営業　185,000 円〜
⑥ホールスタッフ　184,500 円〜
⑦タクシー乗務員　137,996 円
⑧現場作業員　219,600 円〜
【パート】　（時間額）
①看護師・准看護師　940 円〜
②銀行店頭業務　890 円〜
③調理補助・ホール接客　950 円〜
④総菜スタッフ　830 円
⑤精肉パック詰め作業　900 円
⑥病院内清掃　830 円〜
⑦警備員　1,000 円〜
⑧通所デイケア送迎運転手　825 円
※�詳細はご来室、ご相談ください。
　すでに採用済みの場合もあります。
　午前９時半〜午後５時（土日祝休）
問ハローワーク菊池
　山鹿市地域職業相談室
　（鹿本総合庁舎１階）　☎(43)1724

　相談月の前月から電話で予約を受
け付けています。３月の予約を２月
１日㈫から受け付けます。なお、お
急ぎの人は年金事務所（予約専用ダ
イヤル（0570）054890）をご利用く
ださい。
【３月相談日】　※要予約
２日㈬、９日㈬、16日㈬、23 日㈬、���
�30 日㈬
・時間　午前 10時〜午後３時
・場所　市役所会議室

問国保年金課　☎ (43)1576

至 福岡

至 熊本 

至 玉名 至 菊池 

至 南関

●警察署 

●山鹿バス
　センター 

　老人福祉
●センター 

●市役所 
●八千代座 

山鹿中央
病院
● 

●温泉プラザ 

国
道
３
号 

県道200号 

国道325号 

鹿本総合庁舎 
　●

国道443号 

問社会福祉協議会本所☎ (43)1134

定 例 相 談



12 問市民課　☎(43)1169
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21　2022. ２　広報やまが

うぶごえ

お く や み

およろこび

山　鹿
　山　鹿

▲
葊瀬　一男さん(92)　角田　正章さん(95)

　　　　　矢上シズエさん(106)　松尾　正秀さん(76)
　　　　　本田　正弘さん (80)
　米　田

▲

松本　梅吉さん(92)　有働　　正さん(88)
　川　辺

▲

松永　艶子さん(87)　山口シゲヨさん(96)
　八　幡

▲

松本ミヨシさん(102)　甲斐イキ子さん(95)
　　　　　小柳　孝弘さん(80)　田上　郁子さん(102)
　平小城

▲

中村ハル子さん(90)　西川　照明さん(93)
　　　　　三浦ハル子さん (86)
　三　岳

▲

古江　演生さん(89)　下田　文男さん(82)
　　　　　堤　サツキさん(100)　竹田シゲ子さん(74)
　　　　　古家　麗子さん (78)
　三　玉

▲

門田　隆治さん(68)　河村　　一さん(81)
　　　　　川上　貞子さん(92)　池田　廣幸さん(92)
　大　道

▲

明治ヒサ子さん(90)　光永　保夫さん(81)
　　　　　森本　義春さん(77)　野口　絹代さん(82)
　　　　　下川　勝子さん (79)

※12月中の届け出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています。

鹿　北
　岳　間

▲

西田　　子さん(90)　小川　文和さん(74)
　　　　　黒田　文明さん (70)
　岩　野

▲

野中キヨコさん (92)
　広　見

▲

松永トメ子さん(96)　竹下　藤登さん(95)
　　　　　伊藤喜美子さん (80)
菊　鹿
　内　田

▲

一法師研二さん(43)　渕上　信義さん(88)
　　　　　中田　明敏さん(87)　早田キミエさん(98)
　　　　　千田　晃綾さん(96)　竹村　節子さん(71)
　　　　　小﨑ミヨ子さん (92)
　六　郷

▲

木庭　朝利さん (94)
　城　北

▲

坂本　　昭さん(92)　菊川　幸子さん(100)
　　　　　平田　忠夫さん (88)
鹿　本
　来　民

▲

田中　弘人さん(74)　杉𠩤　久實さん(86)
　稲　田

▲

福嶋多惠子さん (72)
鹿　央
　千　田

▲

中𠩤　享代さん(79)　富田　サワさん(98)
　米野岳

▲

竹原　隆義さん(77)　丸山　豊輔さん(97)
　　　　　木山カツ子さん (96)
　山　内

▲

栗原　葊美さん(65)　笠井タエ子さん(96)

山　鹿
　山　鹿

▲

永田　瑛
え い せ い

晴さん　井上ひらりさん
　　　　　村田　百

も も

音
ね

さん　榊　　史
し

織
お り

さん
　　　　　小林　　蒼

あおい

さん　本田紡
つ む ぎ

夢希さん
　　　　　戸浦　凰

お う

獅
し

さん　西田柊
ひ ま り

茉里さん
　　　　　上村　奏

か

音
の ん

さん
　八　幡

▲

山部　湊
そ う

也
や

さん
　三　岳

▲

髙﨑　心
こ

陽
は る

さん
　三　玉

▲

太田黒　藍
ら ん

さん　森本　琴
こ と

音さん
　　　　　本村　陽

は る

愛
あ

さん　阪本　壱
い ち

叶
か

さん
　　　　　本村　月

え れ

愛
あ

さん
　大　道

▲

上野　凜
り

月
つ き

さん　上妻　拓
た く

登
と

さん

山　鹿
　山　鹿

▲

有働　裕樹さん♥田上　綾花さん
　　　　　石貫　雄大さん♥中野　花美さん
　米　田

▲

福永　剛央さん♥西岡　育美さん
　八　幡

▲

平川　武史さん♥山本　美佳さん
　　　　　原口　拓巳さん♥能瀬真理菜さん
　大　道

▲

辻上　明将さん♥斉藤　智香さん

菊　鹿
　内　田

▲

吉里　斗
と あ

絢さん
鹿　本
　来　民

▲

塩田　歩
ほ の

叶
か

さん　境　希
き り う

利羽さん
　　　　　渡辺　千

ち ゆ

結さん
　稲　田

▲

佐藤　　旭
あさひ

さん
　中　富

▲

藤本　実
み ゆ

柚さん　山田　芽
め い

依さん
鹿　央
　千　田

▲

坂本　楊
よ う

太
た

さん　平川　　浬
かいり

さん

菊　鹿
　城　北

▲

徳永　朝也さん♥川崎　裕美さん
鹿　本
　来　民

▲

赤星　知尭さん♥桑田　瑞希さん
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図書館スタッフ おすすめの１冊
蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北図書室　　　　【鹿北】　菊鹿図書室　　　　【菊鹿】
鹿央図書室　　　　【鹿央】

バ
ン
ビ
通
信

広報やまが　2022. ２　22

問い合わせ先
 　★ひだまり図書館　　☎ (46)1310　★こもれび図書館　　☎ (43)1082　★鹿北市民センター　☎ (32)3111
 　★菊鹿市民センター　☎ (48)3111　★鹿央市民センター　☎ (36)3111　★社会教育課　　　　☎ (43)1651

知っているようで知らない熊本の魅力を、地形
や地質、交通、歴史、文化と産業などを読み解
きながら紹介しています。

【ひだまり】【こもれび】【鹿央】

『熊本のトリセツ』
昭文社 /出版

「希望を持たずに生きることは、死ぬことに等
しい」ドストエフスキーの言葉を体現したよう
な、娘の未来を命懸けで変えた母の話。

【ひだまり】【こもれび】

『三つ編み　ラリタの旅』
レティシア・コロンバニ /作

クレマンス・ポレ /絵　アンドエト /出版

《地理》

《えほん》

休 

館 

日

 ひだまり図書館
２月 14 日㈪・21 日㈪・28 日㈪
２月３日㈭〜８日㈫蔵書点検のため休館
 こもれび図書館
２月２日㈬・９日㈬・23 日㈷
２月 15 日㈫〜 20 日㈰蔵書点検のため休館

タイトル 著　者
１ 白鳥とコウモリ 東野圭吾
２ 小説 8050 林真理子
３ 琥珀の夏 辻村深月

４ 52 ヘルツのクジラたち 町田そのこ
透明な螺旋 東野圭吾

６ ぼくのお父さん 矢部太郎

7 ブラック・ショーマンと
名もなき町の殺人 東野圭吾

８

あんなにあんなに ヨシタケシンスケ
月下のサクラ 柚月裕子

どっちが強い !?
カブトムシ vs クワガタムシ スライウム

お
し
ら
せ

ひだまり図書館

図書館で読まれた本 2021
　2021 年に貸し出しの多かった一般書を
紹介します。各分野のランキングで、読み逃
した本がないかチェックしてみてくださいね。
こもれび図書館

菊池川流域日本遺産企画展
　２月 13 日は日本遺産の日です。菊池川
流域の２千年にわたる米作りによって繁栄
した文化や歴史に、触れてみませんか。

令和３年下半期　貸し出しランキング

図書館の情報は
こちらから

消
防
長
に
よ
る
特
別
査
察
を
実
施
し
ま
し
た

　

12
月
17
日
、
山
鹿
市
消
防
本
部

で
は
年
末
の
繁
忙
期
に
混
雑
が
予

想
さ
れ
る
量
販
店
な
ど
を
中
心

に
、
消
防
長
特
別
査
察
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

査
察
で
は
中
原
茂し

げ
あ
き昭
消
防
長
と

予
防
課
の
査
察
員
が
、
店
内
の
避

難
通
路
の
状
況
や
防
火
シ
ャ
ッ

タ
ー
の
閉
鎖
に
障
害
は
な
い
か
、

消
防
用
設
備
の
設
置
状
況
に
不
備

は
な
い
か
を
確
認
。
施
設
の
関
係

者
に
対
し
、
買
い
物
客
の
安
全
確

保
の
た
め
防
火
管
理
体
制
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
に
指
導
を
行

い
ま
し
た
。

　

査
察
後
、
中
原
消
防
長
は
「
市

民
の
安
心
・
安
全
の
た
め
、
今
後

も
引
き
続
き
万
全
の
防
火
管
理
体

制
の
構
築
と
、
出
火
防
止
対
策
の

強
化
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
た
い
」
と
講
評
を
述
べ
ま

し
た
。

　

山
鹿
市
消
防
本
部
で
は
、
今
後

も
防
火
安
全
対
策
の
指
導
に
努
め

ま
す
。

問
消
防
本
部
予
防
課　
☎（
43
）９
１
１
９避難経路を確認する中原消防長（中央）

火
の
取
り
扱
い

に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
！

　

こ
の
時
季
は
空
気
が
乾
燥

し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し

た
不
注
意
に
よ
り
火
災
は
発

生
し
、
短
時
間
で
広
範
囲
に

燃
え
広
が
り
ま
す
。
火
の
取

り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
、

火
災
予
防
に
努
め
て
く
だ
さ

い
。
大
切
な
命
や
財
産
を
守

る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
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23　2022. ２　広報やまが

山鹿市内の子育て支援センター・子育て世代包括支援センター・保育園・
幼稚園・小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです

山鹿市内の子育て支援センター・子育て世代包括支援センター・保育園・
幼稚園・小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです

　山鹿東保育園の４歳児クラスには、子どもたちの
大好きなお友達「ぴーちゃん」がいます。子どもた
ちと一緒にドキドキワクワクで溢れる毎日を送りた
いと取り入れた仕掛け遊びで、
名付け親は子どもたちです。
　そんなぴーちゃんという謎の
キャラクターは、お手紙やクラ
ス活動で使う道具をプレゼント
してくれます。そのたびに子ど
もたちは大喜びでお返事を書い
たり似顔絵を描いたり、楽しく
過ごしています。運動会ではぴー
ちゃんがプレゼントしてくれた

スカーフを持ってダンス
を披露し、発表会ではぴー
ちゃんとの出会いから１
年間を振り返る劇を発表
しました。
　ぴーちゃんとの関わり
から見られる子どもたち

の純粋な姿がとてもかわいく、担任も、日々ワクワ
クしながら子どもたちの「楽しい」につながる計画
を考えていますし、そんな保育園が大好きです♡
　さあ、次のサプライズはどぎゃんしよっかな〜♪
　　　　　　　　　　４歳児さくらぐみ担任保育士

鹿北の自然と地域愛で育む保育
　　　　　　　まほろば保育園�☎ (32)2230

　「ふるさと平小城を誇りに思い　自他を大切にし　明
るくはつらつと頑張る　子どもの育成」を教育目標に、
本年度は「いつもはつらつ　元気平小城 29」をキャッ
チフレーズとして、少人数を最大限に生かした教育活動
に保護者や地域の皆さんと共に取り組んでいます。

平小城小学校　☎ (43)1175

平小城小学校データ　河田輝
てる

彦
ひこ

校長　児童数 29 人

ぴーちゃんとさくらぐみ
　　　　　　　山鹿東保育園�☎ (44)6253

　豊かな自然に囲まれた当園は、地域の皆さんに見
守られながら、毎日の暮らしを豊かに過ごす保育を
大切にしています。
　子どもたちは春は野イチ
ゴを採ってジャムを作った
り、夏は川で遊んだり、秋
は栗やドングリを拾ったり
と、四季を通じて自然を存
分に楽しみます。
　また小中学校と合同で
田植えや稲刈りに取り組んだり、地域の皆さんの協
力で梅干しや干し柿を作ったりもします。そして子
どもたちは、軒下にずらりとつるされた干し柿を見
て冬の訪れを体感します。
　発表会では、保存会の演奏で伝統芸能の茶山踊り
を披露するなど、さまざまな経験を通して感性を育
てています。子どもたちが豊かな自然と温かい愛に
包まれて情緒豊かに育ち、自信を持って挑戦してい
く保育を目指していきます。　　　園長　岩根治

はる

美
み

みんなでつくった
ぴーちゃんのちぎり絵

ぴーちゃんごっこ

収穫の喜びと感謝の心を育む
「みどりの活動」

「お別れハイク」の中で地域の
皆さんの指導で弓を射る児童ら

柿の皮むきを楽しむ子どもたち

　ありがとう平小城小学校　
　　〜いつもはつらつ　元気平小城29〜　　　　　　　　　

学年の枠を超えて学び合う
「全校合同授業」

　平小城小は来年度 150 年
の歴史に幕を閉じますが、
卒業生・在校生の胸に刻ま
れたふるさと平小城を誇り
に思う「平小城の心」は脈々
と受け継がれています。
「平小城の心」は永遠に不
滅です。
　ありがとう平小城小学校

　
「
あ
り
が
と
う
平
小
城
小
学
校
」

　
　
　
　
　
　

３
年　

吉
本
祈き

愛の
め

わ
た
し
た
ち
の
合
い
言
葉

い
つ
も
は
つ
ら
つ
元
気
平
小
城
29

来
年
で
お
わ
か
れ　

さ
び
し
い
よ

あ
り
が
と
う
平
小
城
小
学
校

【
熊
日
新
聞
「
た
か
ら
箱
」
よ
り
】

豊かな心 確かな学力

健康でたくましいからだ

　放課後に３年生以上が
全員集まって学習する「学
び坂タイム」や、毎月１
度開催する「全校合同授
業」を通じて、学力やコ
ミュニケーション能力を
高め合っています。

　毎朝「ランニングタイム」
に取り組み「熊本県体力向
上優良校」表彰を受けまし
た。他にも登山やナイトハイ
ク、地域の皆さんと一緒の
運動会の他、お別れハイク
など、楽しい行事を通じて
健康でたくましい体づくりに
取り組んでいます。

　本校独自の「みんなで
遊ぼう」を通じて全児童
が仲良く遊び「みどり
の活動」で収穫した茶や
サツマイモは、１人暮ら
しのお年寄りやお世話に
なった人たちに配ります。

保存会の協力による茶山唄踊り
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12/ ６　地域に根差した長年の活動に感謝…令和３年度　民生委員・児童委員永年勤続表彰

　地域の福祉向上のために長年尽力してきた民生委員・児童委員に
対して全国民生委員児童委員連合会から贈られる上記表彰について、
本市から生野洋

よういち

一さん（東部）、野白壽
す み こ

美子さん（中央）、阿蘇品
欣
よしとも

友さん（中央）、山村秀
ひで

夫
お

さん（西部）の４人が受賞し、市役所
で伝達表彰式が行われました。山鹿市民生委員児童委員連絡協議会
の阿蘇品宗

むね

馗
き

会長から表彰状を手渡された生野さんは「これからも
住民の見守り活動や、行政との橋渡し役としての役割を通じて、少
しでも地域の力になっていきたい」と語りました。

表彰を受ける生野さん（左）と阿蘇品会長（右）

12/11　未来と可能性を詰め込んだ希望の開校…熊本県立かもと稲田支援学校開校記念式典

　昨年４月に開校した県立かもと稲田支援学校が開校記念式典を行いま
した。同校は知的障がいのある児童生徒48人（小学部14人、中学部８人、
高等部26人）が学ぶ市内唯一の特別支援学校。式典で後迫貴

き り こ

利子校長
が「歴史ある稲田小の校舎を引き継ぎ、校名に稲田の名前を継承させて
いただいた。地域との交流を通して学び、子どもたちの可能性を確かなも
のにしたい」とあいさつし、児童生徒会長の奥苑慧

けい

伍
ご

さん（高等部３年）が���
「小中高みんなが一緒に学べる学校ができてうれしい。笑顔で楽しく過ご
せる学校、未来を作り上げていきたい」と抱負を述べました。

　  　　　叙勲受章のご紹介

瑞宝双光章
（教育功労）

堀　邦
くにひこ

彦さん
山鹿（山鹿）

温かいご支援に感謝します
…本市に寄付金の贈呈　11 月 19 日

早田順
じゅん

一
いち

市長（右）に目録を手渡す
日野研

けん
太
た

支社長（左）

　明治安田生命保険相
互会社　熊本支社から
本市に寄付いただきまし
た。心よりお礼申し上げ
ます。頂いた寄付金は、
健康増進事業に活用さ
せていただきます。
寄付金／25万9500円

高等部の楽器演奏に合わせ身ぶり手ぶりを交え
て校歌を披露する小中学部児童生徒と先生たち

12/23　来季の健闘を期待します…サッカー（J1）鹿島アントラーズの荒木遼
りょう

太
た

郎
ろう

選手が表敬訪問

　荒木選手が早田順
じゅん

一
いち

市長を訪問し「今シーズンも皆さんの応援のお
かげで頑張れた。常に山鹿出身という誇りを持ってプレーしています」
と報告すると、早田市長が「Jリーグ史上２人目の10代２桁得点や、
ベストヤングプレーヤー賞受賞などのご活躍を聞いています。市民み
んなで応援するので、これからも頑張ってください」とエールを送り
ました。同席した記者から、成人を迎えるに当たっての抱負を聞かれ
ると「プロ３年目として厳しい目が注がれるので、サッカーだけでな
く私生活も厳しく気を引き締めて頑張ります」と語りました。

贈呈されたサイン入りユニフォームを持つ早田
市長（左）と荒木選手（右）
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１/ ２　寒さ吹き飛ばす気合いの突き！…山鹿市内の空手道場が菊池川でみそぎ稽古

　山鹿大橋近くの菊池川で、新春恒例のみそぎ稽古が行われました。
これは山鹿市空手道連盟が市内の空手道場に呼び掛けて開催してい
るもので、約50年続けている取り組みです。昨年は新型コロナウイ
ルス感染拡大の影響で中止したため、２年ぶりの開催となりました。
ことしは４道場から６〜70歳の55人が参加し、大宮神社で健康と安
全祈願を行った後、河川敷まで走って移動。基本の形や組手で体を
温めて菊池川へ入ると、冷たさと寒さに耐えながら掛け声に合わせ
「エイ、エイ」と、突きや蹴りを繰り出していました。

冷たさに耐えながら掛け声に合わせて「突き」
を行う参加者たち

転読を行う金剛乗寺の志賀勢
せいこう

弘住職

温泉の恵みに感謝
…山鹿温泉復活感謝祭　　　　　　　　　　　12 月 20 日

　温泉の恵みに感謝し、
湧
ゆう

出
しゅつ

長
ちょう

久
きゅう

を願う感謝祭が
さくら湯前の薬師堂で行
われ、関係者約20人が
参列しました。感謝祭は
温泉復活の日である12月
20日に毎年開催され、
祈
き

禱
とう

や大般若教を読む�
「転読」が行われます。 リモートで協定書を取り交わした佐賀

文
ふみのり

宣社長（左）と早田順
じゅん

一
いち

市長（右）

　本市はZoom日本法
人の ZVC��JAPAN株式
会社（東京都世田谷区）
と包括連携協定を締結し
ました。この協定により、
Zoomを使った地域課題
の解決、および市民サー
ビスの向上に連携しなが
ら取り組んでいきます。

12/24　山鹿の魅力を全国へ…博多大丸を情報発信アンバサダーに認定

　本市は福岡市で百貨店を運営する株式会社博多大丸から発足した
「九州探検隊」を情報発信アンバサダーに認定し、市役所で認定
式が行われました。九州探検隊は、同店が開業65周年事業として
2018年から始めたプロジェクトで、行政と連携して九州の特産品や
工芸品を発掘・紹介して地域の活性化を目指すものです。アンバサ
ダー認定は本市で76市目、県内では７市目となります。認定書に署
名した早田順

じゅん

一
いち

市長は「探検隊と協力して山鹿に眠る魅力を全国に
発信し、本市の発展につなげていきたい」と語りました。 認定書を手にする村本光

こう
児
じ

取締役（左）と早田
市長（右）

１/ ６　ペットの無病息災と健康を祈願…ガランザサ祭り

　熊入町の若宮神社で毎年行われるこの祭りは、約400年前に山鹿
を訪れた加藤清

きよまさ

正の馬が病気になった際、境内に生えていたササ��
（ガランザサ）を食べて元気になったという故事に由来しています。
以来、動物の無病息災を祈願する祭りとして、九州各地からペット
や農耕馬を連れて多くの人が参拝に訪れ、近年では農耕馬に代わり
トラクターなどの農耕具を持ち込む人も見られます。ことしも犬や
猫などのペットを連れた多くの参拝客がおはらいを受け、お守りの
ササを受け取っていました。

ヤギを連れておはらいを受ける参拝客

Z
ズ ー ム

oom（ビデオ会議システム）を活用した取り組みを推進
…ZVC  JAPAN 株式会社と包括連携協定　　　  １月 13 日
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　山鹿中学校、山鹿小学校、めのだけ小学校の合唱部が、県の予選
などを通過して九州大会や全国大会へ出場し、各大会で優秀な成績
を収めました。各校の代表から報告を受けた早田順

じゅん

一
いち

市長は「皆さ
んの活躍が、コロナ禍の山鹿市を明るくしてくれました。この経験
を生かして、これからも頑張ってください」と健闘をたたえました。
各校が出場した大会と結果
山鹿中学校▶第 76回九州合唱コンクール（金賞）
　　　　　▶第 88回 NHK全国学校音楽コンクール（優良賞）
山鹿小学校▶第 76回九州合唱コンクール（銀賞）
　　　　　▶第88回NHK全国学校音楽コンクール��九州・沖縄ブロック（銅賞）
めのだけ小学校
　　　　　▶第 76回九州合唱コンクール（金賞、佐賀市教育委員会賞）
　　　　　▶第３回全日本小学校合唱コンクール全国大会（銀賞）

めのだけ小学校　左から顧問の森奈
な お み

緒美教諭、
村井あかねさん、廣田奏

か な
名さん（いずれも６年）

12/19　第 29 回全国中学校駅伝大会に出場！…山鹿中学校女子・鹿本中学校男子

　11月12日に県内各郡市の代表29チームが出場して行われた県中学校駅伝大会で、山鹿中学校女子チームが３年
連続６度目、鹿本中学校男子チームが初の優勝を飾りました。この結果、両チームは12月19日に滋賀県野

や す

洲市で
行われた全国中学駅伝大会に出場。山鹿中女子は過去最高の２位、鹿本中男子は15位という成績を収めました。
　12月27日に市役所駐車場で行われた出場報告会で、山鹿中の緒方萌

め い

衣主将（３年）は「最後まで諦めず、
積極的な走りをすることができました」、鹿本中の松尾和

かず

真
ま

主将（３年）は「目標だった入賞は逃しました
が、順位を少しでも上げられるように走りました」と語り、駆け付けた約200人の市民は選手たちに惜しみ
ない拍手を送っていました。
全国中学校駅伝大会チーム構成（敬称略）
山鹿中女子▶１区：石川美

み さ き

沙希（３年）２区：緒方萌
め い

衣（３年）３区：佐藤瑠
る あ

娃（３年）４区：星子仁
ひと

美
み

（３年）
５区：杉山夏

か な

菜（２年）補員：大城戸蘭
ら ん

夢（３年）松山瑠
りっ

香
か

（２年）渕上凜
りん

（２年）
鹿本中男子▶１区：宇野雄

ゆう

哉
や

（３年）２区：木下皓
こう

太
た

郎
ろう

（３年）３区：一ノ瀬來
らい

祈
き

（３年）４区：大嶋常
ときよし

愛（３年）
５区：内田鉄

てつのぶ

信（３年）６区：松尾和
かず

真
ま

（３年）補員：有働知
ともふみ

史（３年）工藤千
ち

歳
とせ

（２年）德永晃
てるただ

也（２年）

12/ ８　全国に響いた山鹿の歌声…山鹿中学校・山鹿小学校・めのだけ小学校

山鹿小学校　左から宮本鈴
すず

菜
な

さん、髙
こう

水
ず ま

間しえ
りさん（いずれも６年）、顧問の齊藤知

とも
子
こ

教諭

山鹿中学校　左から顧問の
今本みゆき教諭、吉田茉

ま こ
子

さん、酒井たまきさん、髙
こう

水
ず ま

間ひよりさん（いずれも
３年）

12 月７日、市役所に
表敬訪問に訪れた山鹿
中女子チームの皆さん

（左）と鹿本中男子チー
ムの皆さん（右）
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ま
す
。
迫
力
あ
る
太
鼓
の
響
き
に
加
え
、
頭

に
掲
げ
た
幻
想
的
な
灯
籠
の
灯
り
と
清せ

い

楚そ

な

踊
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
八
千
代
座
な
ら
で

は
の
演
出
や
、
幕
あ
い
に
お
楽
し
み
抽
選
会

も
行
っ
て
い
ま
す
。

来
年
の
開
催
に
向
け
て

　

百
華
百
彩
は
、
こ
と
し
で
20
回
目
を
迎
え

る
は
ず
で
し
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
踏
ま
え
、
国
や
県

か
ら
発
表
さ
れ
る
情
報
を
注
視
し
な
が
ら
開

催
に
向
け
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年

に
続
き
中
止
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
で
は
「
来
年
こ
そ
、
皆
さ
ま
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
準
備
し
よ
う
」

と
話
し
て
い
ま
す
。
次
回
開
催
時
に
は
、
ぜ

ひ
「
山
鹿
灯
籠
浪
漫
・

百
華
百
彩
」
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

問
山
鹿
温
泉
観
光
協
会　

☎（
43
）２
９
５
２

40 本の傘灯
あ か

りから始まった
　　「山鹿灯籠浪漫・百華百彩」

冬
の
九
州
・
灯あ

か

り
の
祭
典
と
し
て
立
ち
上
げ

　

平
成
14
年
、
北
海
道
と
沖
縄
の
独
壇
場
で

あ
っ
た
冬
の
観
光
に
対
し
、
九
州
へ
の
入
り

込
み
客
は
底
を
突
き
、
沖
縄
を
除
く
九
州
７

県
は
冬
枯
れ
対
策
を
早
急
に
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
各
県
知
事
を
ト
ッ

プ
と
す
る
九
州
観
光
誘
致
促
進
事
業
の
発
足

を
機
に
進
め
ら
れ
た
首
都
圏
へ
の
観
光
素
材

と
し
て
「
ひ
な
の
国
九
州
」「
冬
の
九
州
・

灯
り
の
祭
典
」
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
熊
本
県
か
ら
は
「
灯
籠
の
灯
り
」

の
イ
メ
ー
ジ
と
「
山
鹿
風
情
物
語
」
の
実
績

か
ら
、
山
鹿
市
が
県
を
代
表
す
る
「
冬
の
ま

つ
り
」
を
創
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

傘
灯
り
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

　

崇
城
大
学
と
山
鹿
温
泉
よ
へ
ほ
女
将
会
と

の
ご
縁
か
ら
「
傘
を
使
っ
た
灯
り
」
を
組
み

込
ん
だ
百
華
百
彩
。
第
１
回
は
、
八
千
代
座

の
小
壁
な
ど
に
40
本
の
傘
を
並
べ
ま
し
た
。

こ
の
傘
灯
り
が
全
国
的
に
も
珍
し
い
と
お
客

さ
ま
か
ら
大
変
好
評

を
頂
き
、
第
２
回
か

ら
は
八
千
代
座
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
や
豊
前
街

道
の
店
舗
前
、
旅
館

に
も
傘
灯
り
を
展
示

し
、
よ
り
幻
想
的
な

灯
り
の
世
界
を
作
り

出
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
竹
灯
り
な
ど
の
灯

り
が
あ
っ
た
中
、
山
鹿
で
は
な
ぜ
傘
灯
り

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
山
鹿
で

は
大
正
中
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
年
間

50
万
本
の
和
傘
が
生
産
さ
れ
て
お
り
、
西
日

本
一
の
生
産
を
誇
る
な
ど
、
大
き
な
産
業

の
一
つ
だ
っ
た
か
ら

で
す
。
丈
夫
さ
が
売

り
だ
っ
た
と
い
わ
れ

る
山
鹿
傘
で
す
が
、

戦
後
の
洋
傘
の
普
及

に
よ
り
、
全
て
姿
を

消
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
平
成
に
入
り
、
山
鹿
傘
を
よ
み
が
え
ら

せ
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り
、
１
人
の
傘
職

人
が
破
れ
た
昔
の
山
鹿
傘
を
基
に
各
地
の
産

地
を
訪
れ
て
修
行
を
行
い
、
平
成
17
年
の
春

に
山
鹿
傘
の
製
作
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
山

鹿
傘
の
職
人
育
成
と
百
華
百
彩
の
開
催
が
同

時
期
で
あ
っ
た
こ
と
も
「
山
鹿
は
傘
灯
り
」

と
印
象
付
け
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

　

現
在
で
は
傘
だ
け
で
な
く
、
竹
と
ろ
う
そ

く
を
使
っ
た
灯
り
の
演
出
を
行
っ
て
お
り
、

山
鹿
の
冬
の
風
物
詩
と
い
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

に
ま
で
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

山
鹿
風
情
物
語

　

百
華
百
彩
の
開
催
に
併
せ
、
八
千
代
座
で

は
「
山
鹿
風
情
物
語
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
山
鹿
の
二
大
郷
土
芸
能
で
あ
る
山
鹿
太

鼓
と
山
鹿
灯
籠
踊
り
を
八
千
代
座
で
披
露
し

山鹿灯籠浪漫・百華百彩実行委員会

　このページでは、山鹿で頑張っ
ている人や団体からのお知らせ、
情報を掲載します。今回は、山
鹿を代表する冬の祭典「山鹿灯
籠浪漫・百華百彩」実行委員会
中小田美

み か
佳さんからの投稿です。

《百華百彩実行委員会 発》
☆ 特派員だより ☆

百彩百彩
公式ホームページ

第２回百華百彩の様子

山鹿太鼓

山鹿傘制作風景（大正時代）

※ことしの百華百彩は新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、中止いたします。



 

投
稿
の
ペ
ー
ジ

● みんなの広場は投稿のページです。掲載を希望する人は、掲載月前月の１日までに、原稿や写真を山鹿市役所情報システム広報課へ郵送または持参して
ください。

● 紙面の都合で掲載を調整する場合があります。

広報やまが　2022. ２　28

 

村
上
美み

か香
さ
ん
に
習
う
！

 

話
し
方
・
聞
き
方
講
座

山
鹿
商
工
会
議
所
青
年
部

　

講
師
に
放
送
局
で
21
年
間
毎
日
、
夕
方

２
時
間
生
放
送
の
キ
ャ
ス
タ
ー
を
務
め
て

こ
ら
れ
た
村
上
美
香
さ
ん
を
お
招
き
し
ま

す
。
自
分
の
思
い
が
も
っ
と
伝
わ
り
、
相

手
の
こ
と
を
も
っ
と
理
解
し
や
す
く
な
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
こ
つ
を
習
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

◦
日
時　
２
月
９
日
㈬　

午
後
７
時
〜
８
時

◦
場
所　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◦ 

定
員　
先
着
２
０
０
人（
申
し
込
み
不
要
）

◦
参
加
費　
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
山
鹿
商
工
会
議
所
）

☎（
43
）４
１
１
１

 

豊
前
街
道
北
部
商
店
街
誕
生
企
画

 「
わ
！
　
太
鼓
街
道 

音
楽
祭
り
」

　
　
　
　
　
　
　
豊
前
街
道
北
部
商
店
街

　

豊
前
街
道
北
部
商
店
街
は「
来
て
よ
かっ

た
！　

楽
し
かっ
た
！　

ま
た
来
た
い
！
」

そ
ん
な
商
店
街
を
目
指
し
ま
す
。

　

豊
前
街
道
に
和
太
鼓
３
団
体
を
配
置
し

和
太
鼓
が
鳴
り
や
ま
な
い
非
日
常
的
な
空

間
を
創
造
し
ま
す
。
和
太
鼓
演
奏
を
楽
し

み
な
が
ら
商
店
街
を
散
策
し
ま
せ
ん
か
。

　

商
店
街
の
割
引
券
付
き
散
策
マ
ッ
プ
を

配
布
し
ま
す
。

◦
期
日　
２
月
11
日
㈷

「
豊
前
街
道
会
場
」

◦
時
間　
午
後
１
時
〜
２
時
20
分

◦
場
所　
豊
前
街
道
駐
車
場

 

高
校
生
主
役
の
町
お
こ
し
！
　 

 

菊
池
川
流
域「
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
」 

 「
地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

 「
菊
池
川
流
域
の
恵
み
」
体
験
協
議
会

　

未
来
を
担
う
高
校
生
が
「
菊
池
川
流
域

を
元
気
に
す
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
ア
イ
デ

ア
を
提
案
す
る
「
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
」
と

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
「
地
域
連
携
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
二
刀
流
で
開
催
し
ま
す
。

地
域
を
元
気
に
し
た
い
と
願
う
高
校
生
た

ち
の
取
り
組
み
を
、
ぜ
ひ
応
援
に
来
て
く

だ
さ
い
。
入
場
は
無
料
で
す
。

◦
期
日　
２
月
19
日
㈯

「
地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

◦
開
始
時
刻　
午
前
11
時

◦
場
所　
八
千
代
座
交
流
施
設

◦ 

内
容　
和
太
鼓
３
団
体
と
山
鹿
中
学
校

吹
奏
楽
部

「
八
千
代
座
会
場
」

◦
時
間　
午
後
２
時
20
分
〜
４
時
50
分

◦
場
所　
八
千
代
座

◦
入
場
料　
無
料

◦ 

内
容　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
ダ
ン
ス
・
童
謡
・

　

サ
ッ
ク
ス
・
二
胡
・

　

吹
奏
楽
・
和
太
鼓

　

競
演

◦ 

問
い
合
わ
せ
先

　

 （
豊
前
街
道
北
部
商
店
会

　
　

山
本
）☎

０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

 

人
形
劇
団
の
の
は
な

 「
ち
い
ち
い
に
ん
に
ん
」

山
鹿
こ
ど
も
あ
ー
と
ら
ぼ

（
旧
山
鹿
子
ど
も
劇
場
）

　
触
れ
合
い
を
テ
ー
マ
に
し
た
家
族
み
ん

な
で
楽
し
め
る
、
心
温
ま
る
優
し
い
人
形

劇
で
す
。
乳
幼
児
か
ら
見
る
こ
と
の
で
き

る
表
現
と
動
き
で
楽
し
さ
を
伝
え
ま
す
。

冬
の
午
後
に
ほ
っ
こ
り
し
ま
せ
ん
か
。

　
（
平
成
21
年
度
児
童
福
祉
文
化
賞
受
賞
）

◦
日
時　
２
月
20
日
㈰　

午
後
２
時
開
演

◦
場
所　
八
千
代
座
交
流
施
設

◦ 

入
場
料　

　

・
大
人
８
０
０
円

　

・
４
歳
〜
高
校
生
５
０
０
円

　

・
親
子
ペ
ア
千
円

◦ 
定
員　
先
着
50
人

◦ 

チ
ケ
ッ
ト
購
入
方
法　
中
島
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
中
島
）

☎
０
９
０（
９
７
２
２
）５
２
１
３

「
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
」

◦
開
始
時
刻　
正
午

◦
場
所　
八
千
代
座

◦ 

参
加
校　
８
校
（
菊
池
高
・
菊
池
農
高

　

・
菊
池
女
子
高
・
鹿
本
高
・
鹿
本
農
高

　

・
城
北
高
・
玉
名
高
・
玉
名
工
業
高
）

※�

当
日
は
会
場
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
高
校

生
に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信
も
行
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
菊
池
川
流
域
の
恵
み

　

体
験
協
議
会
事
務
局　

山
本
）

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

 

本
気
と
笑
顔
の
交
流
戦

山
鹿
球
友
還
暦
野
球
チ
ー
ム

　

12
月
18
日
、
２
回
目
と
な
る
山
鹿
少
年

野
球
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
戦
を
開
催
。
ま
る

で
じ
い
ち
ゃ
ん
と
孫
が

試
合
し
て
い
る
よ
う
で
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。
結
果
は
１
勝

１
敗
で
し
た
。
健
康
維

持
と
世
代
間
の
交
流
を

通
じ
て
野
球
の
楽
し
さ

を
伝
え
る
た
め
、
今
後

も
継
続
し
ま
す
。
還
暦

チ
ー
ム
で
は
部
員
も
募

集
中
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
山
本
）

☎
０
8
０（
５
６
０
３
）
　
５
６
５
１

 

不
動
産
で
気
に
な
る
こ
と

 

ご
相
談
く
だ
さ
いコ

ー
エ
イ
株
式
会
社

　

空
き
家
の
管
理
、
売
却
、
相
続
、
遺
言

な
ど
不
動
産
の
こ
と
で
気
に
な
る
こ
と
や

お
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

ど
ん
な
こ

と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
不

動
産
の
問
題
解
決
に
プ
ロ
が
対
応
し
ま
す
。

◦
日
時　
２
月
27
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◦
場
所　
コ
ー
エ
イ
不
動
産
（
菊
池
市
野

　

間
口
３
３
８

−

１
）

◦
参
加
費　
無
料

◦
定
員　
４
組
（
先
着
順
）

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
平
川
）

☎
０
９
６
８（
23
）７
１
０
０



 

投
稿
の
ペ
ー
ジ

みんな の広 場

29　2022. ２　広報やまが

 

令
和
４
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

 

の
受
け
付
け
は
3
月
か
ら

（
公
財
）ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県
支
部

　

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

地
域
活
動
を
行
う
４
人
以
上
の
団
体
が
対

象
で
す
。
万
一
の
け
が
や
賠
償
責
任
に
備

え
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

◦ 

保
険
対
象　
活
動
中
お
よ
び
活
動
へ
の

往
復
中
の
事
故

◦ 

保
険
内
容　
傷
害
保
険
・
賠
償
責
任
保

険
・
突
然
死
葬
祭
費
用
保
険

◦ 

掛
け
金　
中
学
生
以
下
子
ど
も
１
人
年

額
８
０
０
円
か
ら
。
高
校
生
以
上
は
活

動
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
６（
２
１
３
）９
０
１
５

 

八
幡
地
区
防
災
避
難
訓
練
報
告

八
幡
地
区
公
民
館
長

　

11
月
28
日
、
山
鹿
市
総
合
体
育
館
に
て

公
民
館
主
催
の
防
災
避
難
訓
練
を
行
い
ま

 

ジ
ブ
リ
の
音
色
が
響
き
渡
る

 

米め

良ら

美よ
し

一か
ず

ラ
イ
ブ
＆
ト
ー
ク

 

シ
ョ
ー　
　
　

  

山
鹿
市
イ
ベ
ン
ト
部
会

◦
日
時　
３
月
21
日
㈷　

正
午
開
場

◦
場
所　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◦ 

入
場
料　
前
売
券
３
千
円

　
　
　
　
　

当
日
券
３
５
０
０
円

◦ 

購
入
方
法　
山
鹿
商
工
会
議
所
、
山
鹿

温
泉
観
光
協
会
で
購
入
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
井
出
）

☎
０
９
０（
３
６
６
６
）０
３
３
０

し
た
。
こ
の
日
は
八
幡
小
全
児
童
と
教
職

員
、
行
政
協
力
員
、
民
生
委
員
、
消
防
団

や
地
元
住
民
、
計
３
５
０
人
が
参
加
し
、

自
衛
隊
、
消
防
署
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

協
力
の
下
、
救
助
活
動
や
応
急
処
置
な
ど

の
訓
練
や
、
災
害
時
に
対
応
す
る
車
両
の

見
学
を
行
い
ま
し
た
。
最
後
に
は
自
衛
隊

音
楽
隊
に
よ
る
素
晴

ら
し
い
演
奏
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
の

訓
練
で
一
層
防
災
意

識
が
高
ま
り
、
今
後

も
防
災
訓
練
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先

　
（
八
幡
地
区
公
民
館
）
☎（
44
）５
８
３
４

 

鹿
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
報
告

山
鹿
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会

鹿
本
支
部

　

11
月
14
日
、
道
の
駅
水
辺
プ
ラ
ザ
か
も

と
を
拠
点
に
、
上
内
田
川
沿
い
の
約
10
㌖

の
コ
ー
ス
を
家
族
連
れ
や
グ
ル
ー
プ
な
ど

86
組
１
８
８
人
が
参
加
し
、
秋
空
の
下
、

自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

終
了
後
は
、
地
元

特
産
品
な
ど
を
賞
品

と
し
た
「
お
楽
し
み

抽
選
会
」
も
行
い
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
に

は
大
変
喜
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
来
年

度
も
多
く
の
皆
さ
ん

▶前期　藤井洋
ひろし

傘寿記念油絵展
　心に響いた風景など近作油絵の展示。
　期間：２月１日㈫～ 15 日㈫
▶後期　和紙ちぎり絵展
　和紙ちぎり絵菊鹿サークル会員の作品を展示。
　期間：２月 16 日㈬～ 28 日㈪
　時間：午前 11 時半～午後６時
　（毎週日曜定休。どちらも最終日は午後 3 時まで）

今月の 街角Gallery
ギャラリー

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通） 問 ☎ (44)4835

２月

※�営業時間や催しなど変更・中止になる場合がありま
す。なお、各催しのチケット、主催者などのお問い
合わせは八千代座まで。　　　　　　問☎ (44)4004

※ 11 日㈷午前中を除き、上記期日は見学できません。

開催日 行　事　名 時間 料金

９日㈬ 休　館　日 − −

11日㈷ わ！太鼓街道音楽祭り 午後 無料

19日㈯ 菊池川流域高校生サミット 日中 無料

　 八千代座見学＆山鹿灯籠踊り「八千代座物語」
期日　�５日㈯〜７日㈪、11 日㈷、12 日㈯〜 14 日㈪、

20 日㈰、21 日㈪、23 日㈷、26 日㈯〜 28 日㈪
時間　午前 11時
　 詳しい情報は、山鹿温泉観光協会ホームページにてご
確認ください。（https://www.y-kankoukyoukai.com/)

料金
　八千代座見学　大人 530 円、小中学生 270 円
　（団体割引あり）
　※�八千代座物語の鑑賞には別途大人 500 円、小中学

生 250 円が必要です。

 「
劇
団
肥
後
に
わ
か
」
八
千
代
座 

 

公
演
中
止
の
お
知
ら
せ

山
鹿
間
税
会
・
山
鹿
法
人
会

　

例
年
実
施
し
て
い
ま
す「
肥
後
に
わ
か
」

八
千
代
座
公
演
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
予
防
の
た
め
、
２
月
の
公
演

は
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
今

後
開
催
す
る
際
に
は
、
ご
来
場
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
藤
嶋
）

☎（
44
）０
８
８
０

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
田
中
）

　

☎（
46
）５
０
７
５



市
民
文
芸

腹筋に
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投
稿
の
ペ
ー
ジ

 

投
稿
の
ペ
ー
ジ

短
　
歌

肥
後
狂
句

俳
　
句

鹿
北
か
じ
か
会
　
十
二
月
例
会

●
宮
園
須
眞
子
選

思
い
出
す　

鼻
垂
れ
天
馬
悪
ゴ
ロ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

臣
子

困
っ
と
る　

来
る
か
来
ん
か
を
言
わ
っ
さ
ん

井
上
芙
美
子

目
出
た
か
な　

白
寿
の
祝
い
さ
し
た
げ
な

古
川
ひ
ろ
み

肥
後
狂
句
や
ま
が
会
　
十
二
月
例
会

●
藤
本
白
扇
選

任
せ
た　

票
の
数
だ
け
あ
る
期
待

森
川　
　

秋

こ
や
ら
し
さ　

百
才
超
え
た
老
美
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

稗
田　
　

恵

腹
ん
立
つ　

思
い
通
り
に
生
き
た
ろ
か

　

新
谷　

不
動

好
奇
心　

三
欲
は
ま
だ
残
っ
と
る

川
上　

火
男

こ
や
ら
し
さ　

曽
孫
と
初
の
御
対
面荻　

　

正
好

●
桑
原
真
覚
選

あ
ご
ば
か
り　

撒
き
餌
し
て
で
ん
拉
致
救
え

小
水
流
繁
富

こ
や
ら
し
さ　

園
児
並
ん
で
散
歩
す
る

菊
川　

春
風

任
せ
た　

資
産
運
用
財
テ
ク
も

黒
田　

如
水

好
奇
心　

ス
マ
ホ
デ
ビ
ュ
ー
は
し
た
も
ん
の

竹
下　

賀
松

こ
や
ら
し
さ　

は
い
は
い
を
し
て
寄
っ
て
く
る

岡
田　

真
青

新
人
俳
句
講
座

●
瀬
口
忠
一
選

車
い
す
の
友
に
付
き
添
ふ
冬
日
和　
　
　

日
丸
貴
代
子

明
け
き
ら
ぬ
川
に
い
る
ら
し
鴨
ク
ル
ル　

牧
坂
美
恵
子

シ
ク
ラ
メ
ン
病
の
友
に
寄
り
添
え
り　
　

福
島　

好
美

山
鹿
俳
句
会
　
一
月
例
会

●
利
光
釈
郎
選

細
枝
の
木
枯
の
音
奏
で
け
り　
　
　
　
　

中
原　

英
明

外
孫
の
絵
手
紙
と
ど
く
冬
う
ら
ら　
　
　

谷　

美
和
子

頂
上
へ
落
葉
織
り
な
す
錦
帯　
　
　
　
　

谷
崎　

弘
枝

鹿
本
短
歌
会
　
　
十
二
月
詠
草

●
大
友
清
子
選

種
ま
き
て
朝
な
水
や
り
眺
む
れ
ど
発
芽
は
遅
遅
と
野
菜
の
ペ
ー
ス　
　
　
　

荒
尾
智
恵
子

庭
先
の
鈴
生
り
の
柿
捥
ぐ
こ
と
も
無
き
ま
ま
に
し
て
青
空
の
下　
　
　
　
　

松
山　

恭
子

目
い
つ
ぱ
い
広
く
口
あ
け
み
ど
り
児
は
一
さ
じ
ご
と
に
つ
ば
め
子
に
な
る　

中
山　

秀
子

石
人
短
歌
会
　
　
十
二
月
詠
草

●
富
田
豊
子
選

文
庫
本
積
み
上
げ
終
わ
る
今
日
の
日
も
不
確
か
な
明
日
の
手
さ
ぐ
り
と
し
て　

堀
田　

恵
美

歩
く
こ
と
楽
し
と
思
ふ
こ
と
も
な
く
マ
ス
ク
顔
の
眼
に
想
ひ
は
馳
せ
て　
　

鬼
木　

芳
子

午
前
二
時
夜
泣
き
で
起
き
る
妻
の
背
は
愛
と
い
う
字
に
包
ま
れ
て
い
る　
　

米
原　

秀
一

鹿
北
短
歌
会
　
　
十
二
月
詠
草

●
渕
上
修
次
選

路
の
辺
に
桜
紅
葉
一
枚
の
燃
え
さ
か
り
ゐ
て
人
恋
う
ご
と
し　
　
　
　
　
　

德
永　

則
子

新
ら
し
き
食
器
を
買
え
ば
心
う
れ
し
湯
を
通
し
な
が
ら
眺
め
お
る
な
り　
　

古
川　

恵
子

お
は
よ
う
の
た
だ
一
言
が
言
い
た
く
て
園
児
待
ち
つ
つ
草
取
り
始
む　
　
　

伊
藤　

ゑ
み

菊
鹿
短
歌
会
　
　
十
二
月
詠
草

●
渕
上
修
次
選

ド
ン
一
発
の
音
に
誘
わ
れ
庭
に
出
づ
目
も
眩
む
ご
と
光
の
祭
事　
　
　
　
　

長
野　

節
子

麦
の
芽
は
す
く
と
育
ち
て
列
を
な
す
大
地
に
根
づ
き
春
に
い
ど
め
り　
　
　

渕
上
ヨ
シ
子

鞆
の
浦
沖
に
沈
む
は
い
ろ
は
丸
龍
馬
の
鼓
動
今
も
聞
こ
ゆ
る　
　
　
　
　
　

谷
口　

安
徳

三
岳
短
歌
会
　
　
十
二
月
例
会

●
有
働
真
澄
選

高
く
咲
く
木
立
ダ
リ
ア
は
う
ち
揃
ひ
笑
み
を
ふ
り
ま
く
う
つ
む
き
な
が
ら　
　

田
中
美
千
代

山
茶
花
の
千
の
花
咲
く
華
や
ぎ
も
い
つ
と
き
の
こ
と
散
り
て
ゆ
き
た
り　
　

中
原　

節
子

一
重
咲
き
の
真
赤
な
バ
ラ
を
竹
篭
に
活
け
て
笑
む
な
り
母
せ
し
ご
と
く　
　

戸
次　

幸
子

オムロンピンディーズ



腹筋に

 

投
稿
の
ペ
ー
ジ
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オムロンピンディーズHANDBALL TEAM

オムロン 35［　　］  21 香川銀行Ｔ・Ｈ 17-13
 18-  8

・２回戦

オムロン 25［　　］  21 三重バイオレットアイリス
・３回戦

オムロン 24［　　］  29 北國銀行12-16
12-13

・準決勝

　１月５日～９日、山鹿市と菊池市で日本選手権が開催されま
した。４年ぶりの優勝を目指すオムロンは、昨年３回戦で敗れ
た三重バイオレットアイリスを破り準決勝に進出。２年連続優
勝している北國銀行と対戦し、善戦するも 24 対 29 で惜敗し
３位でした。決勝では北國銀行がイズミメイプルレッズを破り、
３年連続６度目の優勝を果たしました。

第 73 回 日本ハンドボール選手権

 16-11
   9-10

空中戦で振り返る日本選手権

２ ４

１

３

５

７６

９ 10

 １ 石井選手（三重戦） ２ 永田
選手（北國戦）  ３ 岩渕選手（三
重戦） ４ 勝連選手（三重戦） ５ 
李選手（三重戦） ６ グレイ選手

（香川戦） ７ 西尾選手（香川戦）
 ８ 渡辺選手（香川戦） ９ 田代
選手（香川戦） 10 尾崎選手（北
國戦） 

８

Pindys
公式HPオム

ロン

　１月 15 日に水俣市立総合体育館で行われた飛騨高山ブラッ
クブルズ岐阜戦に勝利し、９試合を終えたピンディーズは現在
５勝４敗の成績で 10 チーム中４位。上位４チームが出場でき
るプレーオフ進出に向け、負けられない試合が続きます。今シー
ズンもいよいよ終盤を迎えますが、山鹿市総合体育館でのホー
ム戦が３試合予定されていますので、みんなでピンディーズを
応援しましょう！

２月   ５日㈯午後２時半〜：大阪ラヴィッツ
２月 19 日㈯午後１時〜　：イズミメイプルレッズ
３月   ５日㈯午後１時〜　
　   ：ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング

今後の山鹿市総合体育館での試合日程と対戦相手

チケット料金（前売り、当日とも）：一般　2000 円・中高生　1000 円・小学生　500 円（小学生未満　無料）
お問い合わせ先：オムロンピンディーズ事務局（白石）☎ 070（7813）1893

【ホーム戦観戦チケット料金について】

第 46 回 日本ハンドボールリーグ情報



　「若い頃『だまって俺に付いてこい』と言っていたお父さん。あれから40年、今ではお母さんの後をだまって付
いていく…」軽妙な語り口で観客を笑いの渦に巻き込むのは、鹿央町合里に住む宮川幸

さち

代
よ

さん（76）。宮川さんが
「味

み そ

噌小
こう

路
じ

ホメ子
こ

」として漫談やマジックを披露するボランティアを始めたのは３年前、地域の祭りで披露したのが
きっかけです。昔から人を笑わせることが大好きで、小学生の頃には校内放送で浪花節を披露し、友達や先生を笑わ
せていました。初めはテレビで流れる話芸をまねしていましたが、徐々に訪問する地域な
らではのネタを作るようになったそうです。「最初はスベることも多かったですが、慣れ
てくるとお客さん一人一人の反応を見ながら、状況に合わせた笑いを取れるようになりま
した。皆さんに笑ってもらえると快感ですし、帰りがけに『久しぶりに笑って元気をもら
えた。ありがとう』と声を掛けられると、とてもうれしいですね」と宮川さん。忙しい農
業の傍ら、市内のサロンや病院を中心に出演した回数は、３年間で40回を超えています。
　「私のモットーは『よく笑って、よくバカをする』です。人に笑ってもらうことで、私
も元気がもらえます。数年前から肥後狂句も始めましたが、今後は落語にも挑戦してみた
いですね」と語る宮川さんの「笑い」の追求は、まだまだ尽きることがないようです。

■
編
集
発
行
　
山
鹿
市
情
報
シ
ス
テム
広
報
課
広
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係
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赤
い
ポ
ス
ト
が
目
印

約85年間、現役バリバリです！

山鹿暮らしサポート局
ゆ～くんち

☎(41)9009

　午前８時半～午後５時
　　　　（水・土・祝は休み）

鹿本町来民1633－1

　

皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。
使
わ

れ
て
い
な
い
空
き
家
の
相
談
に

乗
っ
て
お
り
ま
す
、
空
き
家
バ

ン
ク
担
当
の
横
谷
隆た

か
しで
す
。
冬

真
っ
盛
り
、
皆
さ
ん
体
調
を
崩

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？　

私
は

元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の
原

稿
が
皆
さ
ま
の
お
手
元
に
届
く

こ
ろ
に
は
、
コ
ロ
ナ
騒
動
が
沈

静
化
し
て
い
る
こ
と
を
祈
る
ば

か
り
で
す
。

　

山
鹿
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
局
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
動
産
の
悩

み
事
を
抱
え
た
人
た
ち
が
来
ら

れ
ま
す
。
空
き
家
の
管
理
の
問

題
、
相
続
の
問
題
、
登
記
の
問

題
、
境
界
の
問
題
、
税
金
の
問

題
…
な
ど
な
ど
。
ご
自
分
で
抱

え
て
悩
ん
で
い
て
も
解
決
で
き

ず
、
勇
気
を
出
し
て
サ
ポ
ー
ト

局
に
来
ら
れ
る
の
で
す
。
そ
の

行
動
力
に
は
、
頭
が
下
が
る
思

い
で
す
。

　

１
人
で
悩
ん
で
お
ら
れ
る
あ

な
た
！　

こ
と
し
こ
そ
勇
気
を

出
し
て
気
軽
に
訪
ね
て
み
て
く

だ
さ
い
。
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。（
横
谷
）

あ
と
が
き

♠
２
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
た
成

人
式
。
感
染
予
防
対
策
の
た

め
、
制
限
の
あ
る
中
で
の
開
催

で
し
た
が
、
初
々
し
い
若
者
た

ち
の
華
や
か
な
振
り
袖
や
マ
ス

ク
越
し
で
も
分
か
る
笑
顔
を
見

て
い
る
と
、
こ
ち
ら
ま
で
幸
せ

な
気
分
に
な
り
ま
し
た
。
一
方

で
、
残
念
な
が
ら
ま
た
し
て
も

コ
ロ
ナ
の
波
が
押
し
寄
せ
、
県

内
で
も
感
染
者
数
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
基
本
的
な

対
策
（
マ
ス
ク
の
着
用
、
小
ま

め
な
手
洗
い
、
３
密
の
回
避
な

ど
）
の
徹
底
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
市
内
事
業
者
の
支

援
を
目
的
と
し
た
「
山
鹿
市
脱

コ
ロ
ナ
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
第

３
弾
」
の
使
用
期
限
は
２
月
15

日
㈫
で
す
。
ま
だ
お
手
元
に

残
っ
て
い
る
人
は
忘
れ
ず
に
使

い
、
一
緒
に
山
鹿
の
経
済
を
盛

り
上
げ
ま
し
ょ
う
！
（
植
）＊ 掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決

めによる漢字を使用しています（情報システム広報課）

■人の動き
人口 74 人減りました 50,051 人
男性 24 人減りました 23,645 人
女性 50 人減りました 26,406 人
世帯数 25 世帯減りました 21,858 世帯
〜14歳 11.7 ％ 5,867 人
15歳〜64歳 50.3 ％ 25,152 人
65歳〜 38.0 ％ 19,032 人

12 月末現在 ( 増減は前月末比 )

読 者 の ひ ろ ば
市民の皆さんからの投稿欄

　あなたの身近な話題や気になる話題、隠れた地域の魅力を「広報やまが」で発信してみませんか？　頂いた情報
を取材に生かさせていただきます。また、皆さんが撮影したとっておきの一枚も募集しています。詳しくはお問い合
わせください。　　  問 情報システム広報課広報係　☎ (43)1118　メール： johhoh@city.yamaga.kumamoto.jp

山鹿市広報部員、募集中！

 真っ赤な派手な衣装が、宮川さんのトレードマーク▶

サ
ポ
ー
ト
局
で

待
っ
て
ま
す
よ
ー

グ
リ
ー
ン
購
入
法
に
認
定
さ
れ
た

環
境
保
全
の
優
れ
た
印
刷「
水
な
し
印
刷
」


